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総務委員会会議録 

 

令和６年１０月２５日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ３時３６分閉議（実時間２５６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１２１号・令和５年度八代市一般会

計歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第１２７号・令和５年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 丸 山 尊 司 君 

 財務部長       松 川 由 美 君 

  財務部次長     加 来 康 弘 君 

  納税課長      中 山 美智代 君 

 経済文化交流部 

  観光振興課長    甲 斐 春 一 君 

 総務企画部長     田 中   孝 君 

  総務企画部次長   梅 野 展 文 君 

  総務企画部危機管理監 豊 田 正 樹 君 

  デジタル推進課長  上 野   信 君 

  地域政策課長    松 本   亨 君 

  企画政策課長    浅 川 公 利 君 

 市長公室長      宮 川 武 晴 君 

  国際課長      秋 田 大 助 君 

  秘書広報課長    中 川 順 一 君 

  人事課長      田 中 博 之 君 

 市民環境部長     濱 田 浩 介 君 
 
  市民環境部次長兼 
   
  人権政策課長    吉 井 光 博 君 
   
  （人権啓発センター所長兼務） 
 
 
  市民活動政策課長 
            長 舩 征 洋 君 
  (消費生活センター所長兼務) 
 

部局外 

 議会事務局長     小 野 高 信 君 

  議会事務局次長   土 田 英 雄 君 
 
  議会事務局主幹兼 
            田 島 麗 子 君 
  総務係長 
 

                              

○記録担当書記     小 谷   匠 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）それでは、定刻となり、定足数に達しま

したので、ただいまから総務委員会を開会いた

します。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 それでは、審査に入ります前に、決算審査の

進め方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、１０月１１

日の本委員会でも報告いたしましたが、まず、

一般会計決算の歳入及び特別会計決算の歳入の

審査については、「令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算書」または「令和５年度八代市特

別会計歳入歳出決算書」に基づいて、次に、一

般会計決算の歳出及び各特別会計決算の歳出の

審査については、「令和５年度における主要な
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施策の成果に関する調書」に基づいて説明を聴

取し、「監査委員からの審査意見書」も含めた

ところで質疑を行うことといたしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、タブレット

に格納しております資料に基づいて進めさせて

いただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては、予定している審査項目を１０月２

９日火曜日の予備日に繰り越すことも考えられ

ます。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いします。 

                              

◎議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

○委員長（中村和美君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案２件の審査に入

ります。 

 まず、議案第１２１号・令和５年度八代市一

般会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題

とし、歳入等について、執行部から一括して説

明を求めます。 

○財務部長（松川由美君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）財務部、松川でございます。よろしくお

願いいたします。 

 本日は、継続審査となっております決算議案

について御審議をお願いするものでございま

す。 

 まず、議案第１２１号・令和５年度八代市一

般会計歳入歳出決算中、総務委員会関係分のう

ち、初めに歳入につきまして、財務部、加来次

長が説明いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

○財務部次長（加来康弘君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部、加来でございます。よろしくお願

いいたします。失礼しまして、着座にて説明さ

せていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○財務部次長（加来康弘君） それでは、議案

第１２１号・令和５年度八代市一般会計歳入歳

出決算について説明いたします。 

 まず、歳入の説明に入ります前に、一般会計

全体の収支状況について説明させていただきた

いと思いますので、恐れ入りますが、一般会計

歳入歳出決算書の最後のページの２０６ページ

をお願いいたします。 

 それでは、一般会計の実質収支に関する調書

でございますが、表の区分の１項目め、歳入総

額は６９４億５９８７万８０００円で、前年度

に比べ１億３８９５万１０００円、０.２％の

減でございます。 

 ２項目めの歳出総額は６７３億４６０５万５

０００円で、前年度に比べ３億５７８６万３０

００円、０.５％の減となっております。これ

は、定年の段階的延長に伴い退職手当の支払い

が減少したことや、令和４年度で新庁舎建設関

連の外構工事が完了したことなどが主な要因で

ございます。 

 ３項目めの歳入歳出差引額、いわゆる形式収

支は２１億１３８２万３０００円で、この形式

収支から、４項目めの翌年度へ繰り越すべき財

源の計１億５０７９万５０００円を差し引いた

ものが、５項目めの実質収支額でございまし

て、１９億６３０２万８０００円の黒字となっ

ております。 

 ６項目めは、地方自治法及び八代市財政調整

基金条例の規定により、実質収支のうち３億円

を翌年度に繰り越さず、財政調整基金に繰り入

れたもので、差し引いた残額の１６億６３０２
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万８０００円が翌年度への実質的な繰越しとな

ります。 

 それでは、歳入のほうを説明いたします。 

 最初のほうに戻りまして、１８、１９ページ

をお願いします。 

 歳入の金額につきましては、右側のページの

中ほどにある収入済額を、１０００円未満切捨

てで説明させていただきます。 

 なお、国や県の支出金、あるいは市債など事

業に係る特定財源につきましては、歳出でも出

てまいりますので、簡潔に説明させていただき

ます。 

 まず、款１・市税でございますが、収入済額

は１６１億５６１０万円で、歳入全体の２３.

３％を占める主要な歳入でございます。前年度

と比べ、額にして１７７２万２０００円、率で

０.１％の減となっております。 

 なお、調定額に対する収入済額の割合、すな

わち徴収率は全体で９７.０％となり、前年度

と比べて０.２ポイント上昇しております。 

 また、収入済額の右側の不納欠損額６７３７

万１０００円は、地方税法の規定による滞納整

理により納税義務が消滅したもので、前年度と

比べ１.４％の増加でございます。 

 さらに、その右の収入未済額４億２９５９万

２０００円は、いわゆる滞納繰越額で、前年度

と比べ１０.５％の減少でございます。 

 それでは、税目ごとの内容ですが、まず、項

１・市民税、目１・個人、節１・現年課税分４

９億９８６４万４０００円は、市民個人の前年

の所得に対する課税分で、前年度比０.４％の

増でございます。 

 なお、備考欄の還付未済額は、市民税の還付

を通知しましたが、年度内に受け取りがなかっ

たものでございます。 

 次の目２・法人、節１・現年課税分の９億３

３０万３０００円は、法人の決算期ごとの申告

課税分で、原材料費の高騰やコスト増加分の価

格転嫁が進まず、製造業を中心に収益が減少し

たことから、前年度比１１.６％の減でござい

ます。 

 次に、項２・目１・固定資産税、節１・現年

課税分の８６億７２０３万５０００円は、１月

１日現在の土地・家屋・償却資産の所有者に対

する課税分で、新築家屋の増などにより、前年

度比１.４％の増でございます。 

 次の目２・国有資産等所在市交付金４４０２

万７０００円は、国や県などの他の自治体等が

所有する土地・家屋等に対する固定資産税の代

わりとして交付されるもので、令和４年度に熊

本県の所有分について遡及交付されたため、前

年度比２６.４％の減でございます。 

 次に、項３・軽自動車税、目１・環境性能

割、節１・現年課税分２０５６万４０００円

は、購入時の取得金額に課税される税で、前年

度比１０.６％の増でございます。 

 次の目２・種別割、節１・現年課税分４億６

１３１万７０００円は、４月１日現在の軽自動

車所有者に対する課税分で、１３年経過した車

両の増加などにより、前年度比１.８％の増で

ございます。 

 次に、項４・目１・市たばこ税、節１・現年

課税分９億３８０３万８０００円は、たばこ卸

売販売業者等の売上げに対する課税分で、前年

度比０.９％の増となっております。 

 次に、項５・目１・入湯税、節１・現年課税

分１２６９万円は、入湯客に対する課税分で、

日帰り・宿泊ともに前年度より増加し、前年度

比１０.９％の増となっております。 

 なお、日帰り客が５０円、宿泊客が１５０円

などの税額で、環境衛生施設・消防施設の整備

や観光振興の費用などに充てられる目的税でご

ざいます。 

 次の款２・地方譲与税でございますが、地方

譲与税とは、国が徴収した特定税目の徴収を一

定基準で地方公共団体に譲与、交付するもので
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ございます。 

 項１・目１・節１・地方揮発油譲与税１億２

４８１万円は、国税である地方揮発油税の４

２％を市町村道の延長や面積に応じて市町村に

譲与されるもので、前年度比０.３％の減でご

ざいます。 

 ２０ページ、２１ページをお願いします。 

 項２・目１・節１・自動車重量譲与税３億７

６２６万９０００円は、国の自動車重量税の３

分の１相当額を市町村道の延長や面積に応じて

市町村に譲与されるもので、前年度比０.５％

の増でございます。 

 次に、項３・目１・節１・森林環境譲与税１

億６００万８０００円は、温室効果ガス排出削

減目標の達成や災害防止を図るために、市町村

の私有人工林の面積や林業従事者数などに応じ

て市町村に譲与されるもので、前年度と同額で

ございます。 

 次に、項４・目１・節１・特別とん譲与税２

８４６万３０００円は、外国貿易船の八代港へ

の入港に際し、船の純トン数に応じて譲与され

るもので、前年度比１７.５％の増でございま

す。 

 続いて、款３・項１・目１・節１・利子割交

付金２９０万７０００円は、預貯金等の利子に

課税される県税の一部が、県民税の割合に応じ

て県から市町村に交付されるもので、前年度比

２.８％の減でございます。 

 次に、款４・項１・目１・節１・配当割交付

金４４１２万５０００円は、上場株式などの配

当課金に対する課税の一部を財源として、県か

ら一定の基準で市町村に対し交付されるもの

で、前年度比２３.２％の減でございます。 

 次に、款５・項１・目１・節１・株式等譲渡

所得割交付金４５２８万５０００円は、株式等

の譲渡所得に課税される県税の一部が、県民税

の割合に応じて県から市町村に交付されるもの

で、前年度比１４.８％の増でございます。 

 次に、款６・項１・目１・節１・法人事業税

交付金２億２５０７万９０００円は、県法人事

業税の一部を市町村の従業員数と県民税の割合

に応じて市町村に交付されるもので、前年度比

９.７％の増でございます。 

 次に、款７・項１・目１・節１・地方消費税

交付金３０億２７２０万６０００円は、徴収さ

れた地方消費税の一部が、市町村の人口及び従

業者数の案分により交付されるもので、前年度

比１.０％の減でございます。 

 次に、款８・項１・目１・節１・ゴルフ場利

用税交付金７９９万１０００円は、県に納めら

れたゴルフ場利用税の１０分の７相当額が、ゴ

ルフ場所在の市町村に交付されるもので、前年

度比１.７％の減でございます。 

 ２２、２３ページをお願いします。 

 次の款９・項１・目１・節１・環境性能割交

付金５４２０万９０００円は、県税の自動車環

境性能割の一部について、市町村道の延長及び

面積に応じて県から交付されるもので、前年度

比２３.８％の増でございます。 

 次に、款１０・項１・地方特例交付金、目

１・節１・減収補てん特例交付金１億４７０万

９０００円は、国の制度変更等により、地方負

担の増や地方の減収が生じた場合などに特例的

に交付されるもので、前年度比０.２％の減で

ございます。 

 次に、項２・目１・節１・新型コロナウイル

ス感染症対策地方税減収補てん特別交付金１５

０５万９０００円は、新型コロナウイルス感染

症の影響を受けながらも、中小事業者等が一定

の要件に該当する償却資産及び事業用家屋を取

得した場合に、軽減した固定資産税相当分が交

付されるもので、前年度比６７.２％の増でご

ざいます。 

 次に、款１１・項１・目１・節１・地方交付

税は１６５億６６１３万１０００円で、前年度

比０.７％の増でございます。 
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 地方交付税は、地方公共団体の財源の不均衡

を調整し、全ての地方公共団体が一定の行政サ

ービスの水準を維持できるよう財源を保障する

もので、国税として徴収した所得税、法人税、

酒税、消費税や地方法人税に、それぞれの割合

を乗じた額の合計額が合理的な基準によって地

方公共団体に交付されるものであり、普通交付

税に９４％、特別交付税に６％の割合で配分さ

れます。 

 備考欄の普通交付税１４６億９６４８万１０

００円は、標準的な歳入である基準財政収入額

が、標準的な歳出である基準財政需要額に対し

少ない場合に、その差額が交付されるもので、

基準財政需要額において、公債費の算定額が増

えたことや令和５年度に限り臨時財政対策債償

還基金費が創設されたことなどから、前年度比

９２２０万５０００円、０.６％の増となって

おります。 

 また、特別交付税１８億６９６５万円は、災

害等の特別の事情を考慮して交付されるもの

で、新型コロナウイルス感染症対策、令和２年

７月豪雨災害復旧等の需要の算定もあり、前年

度比０.９％の増でございます。 

 款１２・項１・目１・節１・交通安全対策特

別交付金１１９３万２０００円は、国に納付さ

れた交通反則金を、交通事故の件数や人口集中

地区の人口等を基に算出し、国から交付される

もので、前年度比９.９％の減となっておりま

す。 

 続きまして、款１３・分担金及び負担金は、

特定の事業の経費に充てるため、その事業の受

益者に賦課徴収するもので、前年度比３６.

７％の２億２０１５万２０００円でございま

す。 

 減収の主な要因は、令和５年９月から保育料

の無償化の対象を拡大し、全ての子供の保育料

を無償化したことなどでございます。 

 まず、項１・分担金、目１・農林水産業費分

担金、節１・農業費分担金の５９３７万１００

０円は、主にかんがい排水路改修事業などの受

益農家からの分担金でございます。 

 ２４、２５ページをお願いします。 

 項２・負担金、目１・総務費負担金、節１・

総務管理費負担金の１１２８万４０００円は、

八代地域イントラネット運営経費に係る氷川町

からの負担金が主なものでございます。 

 次に、目２・民生費負担金は１億３７６８万

２０００円ですが、節１・社会福祉費負担金の

４８３０万円は老人福祉施設入所者負担金が主

なもので、節２・児童福祉費負担金の８９３８

万１０００円は、備考欄３つ目、４つ目の公立

保育所と私立保育所の保育料が主なものでござ

います。 

 なお、この保育料は、令和５年９月から無償

化としておりますので、４月から８月の５か月

分でございます。 

 なお、目２・民生費負担金全体の収入未済額

３３１万６０００円の主なものは、２６、２７

ページになりますが、節２・児童福祉費負担金

の過年度分保育料等で、前年度比３２.２％の

減となっております。 

 次に、目３・衛生費負担金、節１・保健衛生

費負担金の５７５万８０００円は、備考欄１つ

目の病院群輪番制病院運営事業負担金（氷川町

負担金）や、その下の養育医療保護者負担金が

主なもので、前年度比２.８％の増となってお

ります。 

 少し飛びまして、款１４・使用料及び手数料

は、行政財産などの使用に対して、条例の定め

により徴収するもので、前年度比０.８％減の

７億３９０５万円となっております。 

 まず、項１・使用料、目１・総務使用料、節

１・総務管理使用料の４０５６万８０００円

は、市営の新八代駅東口駐車場、庁舎使用料、

及び２８、２９ページにつきまして、備考欄下

のほうのコミュニティセンターの使用料が主な
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もので、前年度比１９.１％の増となっており

ます。 

 増の主な要因は、新八代駅東口駐車場の利用

の増加によるものでございます。 

 少し飛びまして、３０、３１ページをお願い

します。 

 上段の目３・衛生使用料、節１・保健衛生使

用料の１９３１万９０００円は、斎場使用料と

千丁健康温泉センター使用料が主なものでござ

います。次の節２・生活環境使用料の６１６万

６０００円は、環境センター施設使用料が主な

ものでございます。 

 次に、中ほどからの目４・農林水産業使用

料、節１・農業使用料の１８５万３０００円の

主なものは、備考欄１つ目の昭和運動広場使用

料や４つ下の東陽定住センター研修室及び農産

加工施設機械使用料などでございます。 

 ３２、３３ページをお願いします。 

 上段の目５・節１・商工使用料の１３４万８

０００円の主なものは、ハーモニーホール使用

料や、その下の東陽石匠館使用料などでござい

ます。 

 次の目６・土木使用料の２億３３１６万１０

００円のうち、主なものは、節１・道路橋梁使

用料４６６６万１０００円の電力、電話、ガス

会社等の道路占用物件に対する道路占用料や、

節４・住宅使用料１億８３９４万円の公営住宅

使用料などでございます。 

 備考欄下から、次の３４、３５ページにかけ

ての公営住宅使用料等の収入未済額は、過年分

と合わせまして１１９２万円で、前年度より１

１５万４０００円の減となっております。 

 １つ飛びまして、３４、３５ページ、２段目

の目８・教育使用料の２８５１万４０００円の

うち、主なものは、節１・学校施設使用料の５

００万８０００円の小中学校体育館の使用料

や、１つ飛びまして、節３・社会教育施設使用

料１３４５万７０００円の公民館、文化センタ

ー、博物館などの使用料のほか、下段のほうか

ら、次のページにかけての節４・社会体育施設

使用料の１００２万６０００円の夜間照明やス

ポーツ施設の使用料などでございます。 

 ３６、３７ページをお願いします。 

 中ほどの項２・手数料でございますが、目

１・総務手数料の６０９５万１０００円は、節

３・戸籍住民基本台帳手数料４９１９万６００

０円の戸籍謄本や住民票などの交付手数料が主

なものでございます。 

 次の目２・衛生手数料３億３９８６万１００

０円の主なものは、節２・生活環境手数料の環

境センターへの搬入ごみ処理手数料と有料指定

袋ごみ処理手数料などでございます。 

 ３８、３９ページをお願いします。 

 １つ飛びまして、中ほどの目４・土木手数料

の６０６万１０００円は、節１・建築指導業務

手数料５６０万１０００円の建築確認・検査申

請等手数料が主なものでございます。 

 １つ飛びまして、款１５・国庫支出金１３９

億７９９３万７０００円は、国が使途を特定し

て市に交付する支出金で、前年度比３.７％の

増となっております。 

 増の主な要因は、物価高騰対応重点支援地方

創生臨時交付金が新たに交付されたことなどの

影響によるものでございます。 

 右側の収入未済額が１２億７９８６万５００

０円ありますが、主なものとして、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金や公共

土木施設災害復旧費負担金などの災害関連で、

令和６年度への繰越し事業に伴う財源でござい

ます。 

 まず、項１・国庫負担金ですが、目２・民生

費国庫負担金、節１・社会福祉費負担金２２億

７２６１万５０００円のうち主なものは、国民

健康保険を支援する国民健康保険基盤安定保険

者支援分負担金や、４０、４１ページに移りま

して、備考欄１つ目の障害者に対する介護給付
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などを負担する障害者自立支援給付費負担金、

その４つ下の障がい児通所支援事業負担金など

で、次の節２・児童福祉費負担金４０億６８７

８万３０００円では、民間保育所等への子ども

のための教育・保育給付交付金や、中学校３年

生までの子供に支給される児童手当交付金、１

８歳未満の子供を扶養する独り親家庭などに支

給する児童扶養手当給付費負担金が主なもので

ございます。次の節３・生活保護費負担金２２

億９０５１万９０００円は、生活扶助、医療扶

助などの生活保護費負担金でございます。 

 次の目３・衛生費国庫負担金２億４０２３万

４０００円のうち主なものは、４２、４３ペー

ジに移りまして、備考欄１つ目の新型コロナウ

イルスワクチン接種対策費負担金でございま

す。 

 １つ飛びまして、次の目５・災害復旧費国庫

負担金５億１４６２万６０００円は、令和２年

７月豪雨などによる公共土木施設の災害復旧に

対するものでございます。 

 なお、収入未済額は、主に令和６年度への明

許繰越・事故繰越分でございます。 

 続きまして、項２・国庫補助金、目１・総務

費国庫補助金、節１・総務管理費補助金３１億

６４５６万２０００円のうち主なものは、備考

欄１つ目のマイナンバーカード交付事務費補助

金５３２３万４０００円や３つ下のデジタル田

園都市国家構想交付金が合計で９２７５万２０

００円、１つ下の新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金が、繰越明許も合わせて

１４億２４３３万４０００円、その下の物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金の１５億８

４０７万４０００円などでございます。 

 ４４、４５ページに移りまして、目２・民生

費国庫補助金５億８９８４万２０００円のうち

主なものは、１つ飛びまして、節２・児童福祉

費補助金５億２９０８万７０００円で、備考欄

３つ目の子育てを目的に実施する事業に対し、

国が交付する子ども・子育て支援交付金１億６

４９６万８０００円や、４６、４７ページに移

りまして、備考欄一番上の新型コロナウイルス

感染症セーフティーネット強化交付金１億８７

５９万７０００円などでございます。 

 次の目３・衛生費国庫補助金の１億４１３６

万円は、節１・保健衛生費補助金１億２７３８

万２０００円のうち、備考欄３つ目の新型コロ

ナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金

１億２１７７万８０００円や節２・生活環境費

補助金１３９７万８０００円の小型合併処理浄

化槽設置事業費補助金が主なものでございま

す。 

 次に、目４・土木費国庫補助金５億１３８５

万３０００円のうち主なものは、節１・道路橋

梁費補助金２億２１２９万３０００円の、備考

欄２つ目、道路ストック点検・修繕事業交付金

や、３つ下の橋梁長寿命化修繕事業交付金、４

８、４９ページに移りまして、節３・都市計画

費補助金８７７６万４０００円の、備考欄３つ

目、西片西宮線道路整備事業交付金、節４・住

宅費補助金１億９１７９万５０００円の備考欄

４つ目、坂本町の災害公営住宅建設費補助金な

どでございます。 

 なお、収入未済額は、令和５年度への明許繰

越分でございます。 

 ５０ページ、５１ページへ移りまして、１つ

飛びまして、目６・教育費国庫補助金１億１５

６万２０００円のうち主なものは、節３・中学

校費補助金４１３５万１０００円の、備考欄最

後の中学校施設トイレ改修事業補助金や節４・

特別支援学校費補助金２０３９万５０００円の

うち、特別支援学校特別教室棟改築事業補助金

などでございます。 

 ５２、５３ページへ移りまして、少し飛びま

して、中ほどの項３・委託金７４４１万１００

０円は、国が、本来自ら行うべき事務である

が、地方公共団体に行わせたほうが効率的であ
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る場合に、その事務を行わせ、その経費を負担

するものでございます。 

 主なものは、目２・民生費委託金４４８１万

円の基礎年金等事務費交付金や、目４・教育費

委託金２１９２万５０００円の球磨川はね発掘

調査委託金などでございます。 

 ５４、５５ページをお願いします。 

 続きまして、款１６・県支出金６３億４５９

１万６０００円は、県が使途を特定して市に交

付する支出金でございまして、前年度比２億２

５２８万１０００円、３.７％の増となってお

ります。 

 主な要因は、県から各市町村へ熊本地震復興

基金交付金の一括交付があったことや、農業及

び林業施設に係る災害復旧費補助金の増加など

によるものでございます。 

 右側の収入未済額は、主に農林水産業費にお

ける産地生産基盤パワーアップ事業補助金な

ど、令和６年度への繰越し事業に伴う財源でご

ざいます。 

 まず、項１・県負担金、目１・民生費県負担

金、節１・社会福祉費負担金２０億２９４９万

７０００円は、低所得者の国民健康保険税の軽

減分などを負担する国民健康保険基盤安定保険

税軽減分負担金、後期高齢者医療保険料の軽減

分を負担する後期高齢者医療保険基盤安定負担

金、障害者に対する介護給付などを負担する障

害者自立支援給付費負担金や障がい児通所支援

事業負担金などが主なものでございます。その

次の節２・児童福祉費負担金１３億７４７３万

５０００円は、民間の保育所運営費である子ど

ものための教育・保育給付費負担金と児童手当

交付金が主なものでございます。 

 ５６、５７ページをお願いします。 

 少し飛びまして、項２・県補助金、目１・総

務費県補助金、節１・総務管理費補助金３億８

００万５０００円のうち主なものは、備考欄４

つ目の熊本地震復興基金交付金や、一番下の物

価高騰対応生活者支援交付金などでございま

す。 

 次の目２・民生費県補助金６億５４８５万８

０００円のうち主なものは、節１・社会福祉費

補助金３億３５９万７０００円の、備考欄３つ

目、重度心身障がい者医療費助成事業費補助金

や、５８、５９ページに移りまして、備考欄６

つ目の介護基盤緊急整備特別対策事業補助金、

節２・児童福祉費補助金３億５１１９万８００

０円の、備考欄１つ目、放課後児童健全育成事

業等補助金や、６０、６１ページに移りまし

て、備考欄中ほどの保育対策総合支援事業補助

金や多子世帯子育て支援事業費補助金、さらに

６２、６３ページに移りまして、冒頭の熊本県

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金補助金

などでございます。 

 次に、目３・衛生費県補助金５９０４万３０

００円のうち主なものは、節１・保健衛生費補

助金５５１４万５０００円のうち、備考欄１つ

目の小学校就学前の子供への医療費助成に対し

て補助される子ども医療費助成事業費補助金で

ございます。 

 次に、目４・農林水産業費県補助金７億５７

７７万円の主なものは、節１・農業費補助金６

億９６５３万５０００円のうち、次の６４、６

５ページの備考欄上から２つ目、地籍調査事業

補助金や、中ほどの多面的機能支払交付金事業

補助金、６６、６７ページになりますが、備考

欄３つ目の強い農業づくり総合支援交付金、そ

の２つ下の新規就農者育成総合対策事業補助金

や節２・林業費補助金５６４６万４０００円の

うち、備考欄３つ目の道整備交付金などでござ

います。 

 なお、目４・農林水産業費県補助金の収入未

済額６億１４７１万８０００円は、産地生産基

盤パワーアップ事業や地籍調査事業で、令和６

年度への繰越し事業に伴う財源が主なものでご

ざいます。 
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 ６８、６９ページに移りまして、少し飛びま

して、目５・土木費県補助金３５３４万円の主

なものは、節１・河川費補助金の土砂災害危険

住宅移転促進事業補助金や節２・都市計画費補

助金の新幹線沿線道路整備事業費補助金などで

ございます。 

 次の目６・消防費県補助金１１８６万３００

０円は、球磨川水系防災・減災ソフト対策等補

助金で、防災情報の提供や避難体制の強化な

ど、防災・減災対策を推進するためのソフト事

業に要する経費などに対するものでございま

す。 

 次の目７・教育費県補助金９６３万３０００

円のうち主なものは、節２・社会教育費補助金

の学校・家庭・地域の連携協力推進事業補助金

や、次の７０、７１ページに移りまして、節

５・幼稚園費補助金の園務改善のためのＩＣＴ

化支援事業補助金などでございます。 

 次の目８・災害復旧費県補助金７億７２０１

万２０００円は、農林水産業施設災害復旧費補

助金で、令和２年７月豪雨などで被災した林道

や農地等の災害復旧に係る補助金などでござい

ます。 

 なお、目８・災害復旧費県補助金の収入未済

額２億８３３４万８０００円は、令和６年度へ

の明許繰越や事故繰越でございます。 

 １つ飛びまして、項３・委託金３億４７８万

３０００円のうち主なものは、次の７２、７３

ページに移りまして、目１・総務費委託金６２

８万６０００円では、節２・徴税費委託金の県

民税徴収事務委託金１億８３５５万１０００

円、これは、本市が県民税を市民税と一括して

徴収し、県に納入しておりますので、その事務

に対し県から交付されるもので、そのほか、節

４・選挙費委託金９１１６万円の、備考欄２つ

目、県議会議員選挙委託金などでございます。 

 飛びまして、７４、７５ページをお願いしま

す。 

 下段の款１７・財産収入は１億３９９万３０

００円でございます。 

 財産収入は、市が有する財産の貸付け等の運

用による賃借料、利息、配当金及び財産の売払

い等による現金収入でございまして、前年度比

７８５７万９０００円、４３.０％の減となっ

ております。 

 主な要因は、八千把地区土地区画分の減によ

るものでございます。 

 まず、項１・財産運用収入、目１・財産貸付

収入、節１・土地建物貸付収入の２５７７万８

０００円は、土地建物貸付収入や自動販売機設

置料が主なものでございます。 

 ７６、７７ページに移りまして、目２・節

１・利子及び配当金２００２万９０００円は、

備考欄２つ目の財政調整基金利子をはじめとす

る各基金の預金利子などでございます。 

 ７８、７９ページをお願いします。 

 項２・財産売払収入５８１８万５０００円

は、目１・不動産売払収入、節１・土地売払収

入のその他土地売払収入で、日奈久平成町の土

地売却による収入が主なものでございます。 

 次の目２・物品売払収入３１６万７０００円

は、節１・物品売払収入の収集車両売払収入が

主なものでございます。 

 続いて、款１８・寄附金でございます。寄附

金総額は２１億４１４２万６０００円で、前年

度に比べ８６８４万７０００円、３.９％の減

となっております。 

 主な要因は、ふるさと納税によるふるさと元

気づくり応援寄附金の減少によるもので、目

１・総務費寄附金、節１・総務管理費寄附金

の、備考欄１つ目のふるさと元気づくり応援寄

附金は２１億２８２万１０００円で、前年度比

７７３８万２０００円、３.５％の減でござい

ます。 

 その他、目２・民生費寄附金で５１０万６０

００円、目４・教育費寄附金で３９８万９００
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０円など、貴重な寄附をいただいております。 

 飛びまして、８０、８１ページをお願いしま

す。 

 款１９・繰入金は１３億１７７８万６０００

円でございます。このうちのほとんどを占め

る、項１・基金繰入金１３億１３４５万６００

０円は、基金の設立目的に応じた事業を実施す

るとき、その財源として基金から繰り入れたも

のでございます。 

 主なものは、まず、目１・減債基金繰入金の

７９３２万７０００円ですが、これは、新庁舎

建設事業及び環境センター建設事業の償還費の

一部に充当したもので、そのほか、目７・ふる

さと八代元気づくり応援基金繰入金は８億４２

５２万３０００円、目９・まちづくり交流基金

繰入金は７７５６万７０００円、目１１・平成

２８年熊本地震復興基金繰入金は３８４９万８

０００円、８４、８５ページに移りまして、目

１４・新型コロナウイルス感染症対策基金繰入

金１億８２５１万８０００円、目１８・教育文

化センター建設基金繰入金６４７８万６０００

円を繰り入れております。 

 ８６、８７ページに移りまして、款２０・繰

越金は１８億９４９１万円でございまして、令

和４年度決算の歳入総額と歳出総額の差引き

額、いわゆる形式収支額であり、これが令和５

年度の歳入となったものでございます。 

 続いて、款２１・諸収入１０億４１１６万４

０００円は、他の収入科目に含まれない収入を

まとめたもので、項１・延滞金加算金及び過

料、目１・延滞金の１３７７万１０００円は、

市税等が納期限を過ぎて納付された際に徴収し

たものでございます。 

 飛びまして、項３・貸付金元利収入の５億９

７６４万１０００円のうち、目１・総務管理費

貸付金元利収入８４０８万９０００円は、備考

欄１つ目の地域総合整備資金貸付金元金収入が

主なもので、これは、新たな雇用を生むなど、

地域振興に資する事業を実施する民間事業者

に、経費の一部を市が地方債を借りて無利子で

貸し付けるものでございます。 

 なお、その下、備考欄３つ目の住宅新築資金

等貸付金元利収入（過年度）では、その収入未

済額が１億４３５９万３０００円となっており

ます。 

 次の目２・民生費貸付金元利収入、節１・社

会福祉費貸付金元利収入で６５４万７０００円

の収入未済がございます。 

 ８８、８９ページに移りまして、１つ飛びま

して、目４・商工費貸付金元利収入５億６５万

円は、中小企業経営安定特別融資預託金をはじ

めとする各預託金の元金収入が主なものでござ

います。 

 次の目５・教育費貸付金元利収入５９３万９

０００円は、奨学資金貸付金元利収入ですが、

これにつきましても、現年分と過年分を合わせ

て、収入未済額１０１９万９０００円がござい

ます。 

 次に、項４・雑入４億２９６２万８０００円

のうち、少し飛んで、９０、９１ページの目

５・雑入で、主なものは、節２・消防団員等公

務災害補償等共済基金収入の消防団員退職報償

金や節３・公営住宅共益費などのほか、節８・

雑入の３億２８７８万４０００円などでござい

ます。 

 その主なものは、備考欄１つ目の熊本県市町

村振興協会市町村交付金や、２つ目の再資源化

物販売代金納付金、３つ目の土地改良施設維持

管理適正化事業交付金、４つ目の生活保護費返

還金のほか、５つ目の自治総合センターコミュ

ニティ助成金などでございます。 

 なお、収入未済額の８３６６万２０００円

は、備考欄下のほうの生活保護費返還金や、９

２、９３ページに移りまして、備考欄４つ目の

障害福祉サービス費返還金（過年度）などでご

ざいます。 
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 続いて、款２２・市債でございますが、前年

度比３.２％増の４７億７６００万円でござい

ます。 

 増の要因としては、令和４年度の新庁舎建設

関連の外構工事が完了した一方で、令和５年度

から新開消防署庁舎建設分の広域行政事務組合

負担金に係る借入れなどがあったことによるも

のでございます。 

 収入済額の内訳は、建設事業や災害復旧事業

などの事業に伴う事業債が４５億３６６０万円

で、臨時財政対策債等の財源補塡債が２億３９

４０万円となっております。 

 事業債につきましては、それぞれの事業費か

ら国県補助金などを、特定財源があれば、それ

を差し引いた残りに、定められた借入れの割合

を掛け合わせて算出し、１０万円単位で借入れ

を行っており、歳出のそれぞれの事業で説明が

ありますので、ここでの詳細の説明は省略させ

ていただきます。 

 なお、事業債のうち合併特例事業債は、広域

行政事務組合負担金や小・中学校施設トイレ改

修事業、小・中学校施設整備事業などの１６億

４９０万円となっております。 

 最後に、ページが飛びまして、１００、１０

１ページをお願いします。 

 款２３・自動車取得税交付金でございます

が、３２５万４０００円でございます。この交

付金は、令和元年９月に廃止されておりますけ

れども、自動車メーカーの排出ガス等の不正に

係る自動車取得税の追加徴収があり、市町村へ

交付されることになったため、新たに費目を設

定して受け入れたものでございます。 

 以上で令和５年度一般会計歳入歳出決算の歳

入についての説明を終わらせていただきます。

御審議のほどよろしくお願いします。 

 最後のほうに説明しました、１００、１０１

ページのところの説明でございますが、自動車

取得税交付金について、廃止された時期を言い

間違えておりまして、正しくは令和元年９月に

廃止されたものでございました。失礼しまし

た。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について、一括して質疑を行います。 

 なお、お願いですが、歳入で国県支出金など

の特定財源に関わる事業内容についての質疑

は、歳出における質疑と重複することが考えら

れますが、事業内容に関する事項については、

所管の各常任委員会で審査をされますので、御

配慮いただきたいと思います。御協力よろしく

お願いします。 

 それでは、質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、７９ペー

ジですけれども、寄附金のところですね、総務

費寄附金のところで、ふるさと元気づくり応援

寄附金のほうが３.５％減というようなことで

説明があったんですけれども、すみません、そ

の減の理由というのが、ちょっといまいち分か

らないんで、教えてください。 

○観光振興課長（甲斐春一君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）観光振興課の甲斐でございます。 

 委員御質問のふるさと納税の減額になった理

由でございますが、昨年１０月に制度改正がご

ざいまして、その影響でですね、当初の見込み

よりも減少したというところがございます。 

 以上、お答えでよろしいでしょうか。 

○委員（野﨑伸也君） そうだと思うんです

よ。というのが、私、一般質問して聞いたんで

すよ、制度改正のときに。影響ないですかって

いう話をしたんですけれども、影響ありません

というような答弁だったと思ったんで、何かそ

のときの答弁と若干違ったんで、どういうこと

かなあと思って、ちょっと質問させていただき

ました。 

 ということは、やっぱり影響があっていると

いうことなんですよね。 
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 また今後も、この間もまた何かありましたよ

ね、何か制度の改正みたいなやつがですね。そ

れもまた影響あるんじゃないですか。 

○観光振興課長（甲斐春一君） すみません、

その影響につきましてですが、やはり昨年の制

度改正におきましては、取扱いできなかった返

礼品のほうが、黒毛和牛であったりとか、日本

遺産のＰＲゴルフボールというところが使えな

くなったというところがございましたので、御

報告をさせていただきます。 

 今年の制度改正の影響というところでござい

ますが、やはり今年の改正内容というのが、ポ

ータルサイトのほうで返礼品のほうを強調する

宣伝広告の禁止であったりとか、都道府県をま

たいだ複数のところで営業展開をしているよう

なホテルの宿泊券とかというところが、制限が

かかっているところもありますので、やはり若

干、今年に関しましてはですね、まだ途中です

ので、ちょっとまだはっきりとは申し上げられ

ませんけれども、ちょっとそこは注視をして見

ていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 すみません、同じところですので、申し訳な

いんですけれども、日本中央競馬会のやつと、

サテライト八代の立地されているところに対し

ての寄附金とかというのがあるんですけれど

も、それの推移というのはどうでしょうか。昨

年と比べてどうだったのかというのは。 

○委員長（中村和美君） 担当課、今の質問。 

○総務企画部次長（梅野展文君） 皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総

務企画部、梅野でございます。 

 今、委員お尋ねの件でございますが、今ちょ

っと手元に資料がございませんので、少しお時

間をいただきまして、後ほどお示しさせていた

だければと思いますので、よろしいでしょう

か。 

○委員（野﨑伸也君） 令和４年度と５年度の

比較でよろしいです。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、収入未済

額について、全体的な話なんですけれども、い

ろいろと職員さんの努力でですね、大分減って

きているというようなところで伺ってますけれ

ども、まだやはりですね、やっぱり結構大きな

金額じゃないかなというふうに思っています。

あと、不納欠損についてもですね、同じような

状況にあるんじゃないかなというふうに思いま

すんで、そこら辺のところについて少し説明、

全体的な説明ですね、お願いしたいなというふ

うに思うんですけど。 

○財務部長（松川由美君） 不納欠損について

のお尋ねでございます。あと、収入未済額です

ね。先ほど説明のほうで１０.５％減というよ

うなお話をさせていただきました。税金につき

まして、主に納税課のほうで対応はしていると

ころではございます。 

 所管課がいろいろありますので、そちらのほ

うで対応はしているところなんですけれども、

納税課につきましては、特に県のほうの職員さ

んも兼務辞令とかを出しまして、ノウハウをい

ただきながら対応しているところです。 

 納税課ではない、ほかの課が所管している分

につきましては、債権対策室というのもつくっ

ておりますので、そちらのほうの職員とです

ね、タイアップをしながら、こういうふうにし

たら、もうちょっと収納できるんじゃないかと

いうようなノウハウもですね、伝授しながら、

連携を取りながら進めておりますので、その結

果として、今１０.５％ほど減額にはなってき

たのかというふうには思っております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 特別に対策室みたいな

やつをつくって、職員で対応されているという

話なんですけれども、もう結構、何年か前から
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そういうふうな、県とも連携してという話もで

すね、聞いているんですけど、同じ人が滞納を

ずっとしているのか、また新規で上がってくる

のか、払ってもらえる見込みがあるのかどうか

ちゅうのもですね、やっぱり重要なところなん

じゃないかなと思うんですけれども、職員さん

もですね、結構疲弊していくんじゃないかなと

いうふうに思うんで、そこら辺のところはどう

なんですかね。 

○財務部次長（加来康弘君） 滞納されている

方については、額的に多いのはですね、やはり

ずっと以前から滞納されている方が、膨らんだ

ような状態の方が、やはり金額的には多くなる

んですが、そういう方への対応は当然ですが、

新規滞納者についても迅速に対応することによ

って、納税意識を高めていってもらうというふ

うなことで取り組んでおります。 

 それと、高額の滞納の方につきましては、ど

うしても年数が長くなっているケースが多くな

ります。そういう方については、十分な財産調

査をした上で、現在、納付できる状況かどう

か、資力があるかどうか、例えば亡くなられた

後とかの場合は、相続人とかも調査した上で、

相続人が納付能力があるかどうか、そういうと

ころも含めた上で、徴収できないというふうに

判断した場合は、そっちのほうの不納欠損のほ

うに回す場合もありますし、納付能力があると

いうふうに、相続者も含めてですね、判断した

場合には、さらに徴収努力を進めた上で、必要

であれば差押え等の実施もしているところでご

ざいます。 

○委員（野﨑伸也君） 最終的に差押えという

ようなところまでいくんだろうなというふうに

思うんですけども、件数的にどうなんですか。

差押えの件数とかというのは、どのような状況

なんですか。 

○納税課長（中山美智代君） 納税課、中山で

ございます。よろしくお願いします。 

 令和５年度の差押え件数につきましては、１

５９８件でございます。うち、預貯金のほうが

１１４７件、給与が１８８件、生命保険が１０

８件となっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。意外と

多くて、ちょっとびっくりしました。 

 あと、競売とかというのも、自治体でやられ

ているのもあるじゃないですか。そういうのに

は、八代市は参加されてないんですか。 

○納税課長（中山美智代君） 納税課、中山で

ございます。 

 競売というかですね――オークションとかに

は参加はしてはおりませんけれども、つい今週

なんですけれども、不動産の公売会を実施いた

しました。思いのほかですね、高額での買受者

がおりまして、実績を上げたところです。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○総務企画部次長（梅野展文君） 大変お待た

せいたしました。総務企画部の梅野でございま

す。 

 先ほど野﨑委員のお尋ねの件でございます

が、まず、日本中央競馬会事業所周辺環境整備

寄附金につきましては、令和４年度が１１８２

万円、令和５年度が１１１２万円でございま

す。 

 同じくサテライト八代地域振興協力金が、令

和４年度が５５９万円、令和５年度につきまし

てが５３４万２０００円でございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。分かりました。 

○委員（太田広則君） ちょっとすみません、

今の７９ページ、総務管理費寄附金の企業版ふ

るさと納税寄附金が少し上がっているような気
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がするので、何社でというのが分かれば、ちょ

っと増えたかなというふうな思いがあるんです

が。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 観光振興課の

甲斐でございます。 

 企業版ふるさと納税についてでございます

が、令和５年度の寄附件数は１３件でございま

す。 

 以上です。（委員太田広則君「はい。ありが

とうございます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で歳

入等についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１１時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１７分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、歳出について説明を求めます。 

 まず、第１款・議会費について説明願いま

す。 

○議会事務局長（小野高信君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）議会事務局、小野でございます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。それ

では、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○議会事務局長（小野高信君） それでは、私

から、令和５年度八代市一般会計歳入歳出決算

中、第１款・議会費に関しまして、局長として

の総括を述べさせていただきます。 

 議会費におきましては、令和５年度予算現額

３億５６９９万３０００円に対し、決算額は３

億４８５６万６０００円で、予算の執行率は約

９７.６％と、前年度と比較しますと約２.３％

上昇しているところでございます。 

 決算額のうち、議員報酬及び手当、職員給

与、共済費などの義務的経費が約３億１２５１

万９０００円で、全体の約８９.７％を占めて

おります。 

 残りの約１０.３％、約３６０４万７０００

円が、様々な議員活動や議会運営に係る事務費

などでございます。 

 この中で、政務活動費につきましては、議員

各位の御協力により、その使途清算も適正に行

われたところでございます。 

 なお、その執行率につきましては、約６３.

４％でございまして、前年度と比較しますと、

約１３.３％上昇しているところでございま

す。 

 これらの執行率について、令和４年度と比較

し、若干上向きになっております理由といたし

ましては、令和４年度中においては、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、各常任委員

会、議会運営委員会、政務活動における視察等

の自粛や、各種会議等が書面決議または中止と

なっておりましたが、令和５年５月に新型コロ

ナウイルス感染症の５類移行に伴い、各種会議

や視察等が再開してきたことが主な要因でござ

います。 

 また、議会運営にタブレット端末の運用を開

始し、やがて３年になろうかとしており、議員

の皆様には利便性を感じていただいているもの

と拝察いたしているところでございます。 

 これにより議案や資料を電子化し、紙資料の

削減と事務作業の軽減、同時に執行部等からの

情報伝達や、議会内の情報共有の迅速化が図ら

れ、災害時の危機管理体制の強化にも寄与いた

しております。 

 今後、議会事務局といたしましては、本市の

最優先課題である令和２年７月豪雨からの創造
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的復興やアフターコロナへの対応、ＴＳＭＣの

熊本県進出を契機とした様々な取組に加え、開

かれた議会、市民に親しまれる身近な議会を目

指し、ＩＣＴの活用による議会情報の積極的な

発信や効率的で円滑な議会運営、議員・職員研

修のさらなる充実等を図り、市民の負託を受け

られました市議会が、行政に対する監視・評価

機関として、また多様な民意を市政に反映させ

る合議制の意思決定機関として、その機能を十

分に発揮することができますよう、職員の資質

向上を図るとともに、組織力の強化に努めてま

いりたいと考えております。 

 以上、今後とも御協力を賜りますようよろし

くお願い申し上げまして、私の議会費の総括と

させていただきます。 

 それでは、この後、詳細につきましては、議

会事務局、土田次長が御説明いたしますので、

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 皆様、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）議会事務局、土田でございます。 

 私のほうからですね、令和５年度議会費の決

算につきまして、恐れ入りますけども、着座に

て御説明させていただければと思います。よろ

しくお願いします。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○議会事務局次長（土田英雄君） それでは、

令和５年度における主要な施策の成果に関する

調書（その１）の１１ページを御覧いただけれ

ばと思います。 

 先ほど局長からもございましたように、議会

費のうち８９.７％が義務的経費に関するもの

でございまして、令和５年度の議会費の歳出決

算の状況でございますが、予算現額が３億５６

９９万３０００円、支出済額は３億４８５６万

６０００円、執行率は９７.６％となっており

ます。 

 それでは、義務的経費以外の議会運営事務事

業についてですね、御説明させていただきたい

と思います。 

 １３ページの上段を御覧いただければと思い

ます。 

 議会運営事務事業では、議会の運営全般及び

これに関わる事務処理、会計処理を実施いたし

ております。 

 事業に対する予算額は３９０２万７０００円

に対しまして、決算額は３４８１万８０００円

でございます。 

 事業の主な内容といたしましては、会計年度

任用職員２名の報酬・社会保険料等４９３万８

０００円、全国市議会議長会ほか議長の公務に

伴う費用弁償１８４万４０００円、常任委員会

等の管外行政視察に伴う費用弁償４８９万５０

００円、議員の皆様の本会議や委員会などの会

議出席に伴う費用弁償３４５万円、議長公務や

各委員会の管外行政視察への職員の随行に伴う

普通旅費２６１万６０００円、次に、年４回発

行しております議会だよりなどの印刷製本費５

２８万４０００円、委員会記録作成業務委託１

３９万３０００円、本会議に関する会議録作成

業務委託１６４万６０００円、議会中継システ

ム機器保守点検業務委託２９７万円、タブレッ

ト端末の導入に伴う経費といたしまして、会議

アプリのサイドブックスの使用料９９万円、タ

ブレットＬＴＥ回線使用料５２万４０００円、

ビジネスチャットアプリのラインワークスの使

用料１７万１０００円などでございます。 

 最後に、不用額が４２０万９０００円生じて

おりますが、主な内容といたしましては、議員

の皆様の本会議や委員会などの会議出席に伴う

費用弁償で１３９万円や常任委員会等の管外行

政視察に伴う費用弁償で１２４万円、委員会記

録や本会議の会議録作成業務などの委託料７０

万円、議会だよりなどの印刷製本費２０万円な

どでございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実
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施、現行どおりとし、適正かつ円滑な議会運営

を行うとともに、開かれた議会実現のため、積

極的な議会情報の発信を行ってまいります。 

 また、タブレット端末を活用した議会運営な

ど、議会のさらなるデジタル化につきましても

推進していく必要がありますことから、議会事

務局として、議会活動を補佐・支援していく必

要があると考えております。そのためにも、専

門知識の習得やデジタル化推進に対応できるよ

う、職員の資質向上に努め、事務局機能の強化

を図ってまいります。 

 以上、令和５年度の議会費の説明とさせてい

ただきます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（太田広則君） 先ほど局長のほうか

ら、タブレット端末を運用開始して３年という

ことで、非常にですね、紙の使用料とか減って

きたかと思うんですが、直接、効果が出ている

というところというのは、どこか、分かるもん

なんですかね。紙の使用料とか、どっかでコス

トダウンというか、どこか分かりますか。 

 このシステム使用料とか、アプリ使用料と

か、金額は出ているんだけれども、非常に低額

でね、やっているんで、何かコストメリット、

ここに出ましたというのが、何かあったら、ポ

イントだけでよかですけど。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 太田委員さ

んの御質問なんですけれども、サイドブックス

のほうのですね、使用に関しまして、ペーパー

レス効果というのが、そのシステムの中で出て

きます。それに基づきますと、令和５年度に限

りますと、Ａ４の紙で約５６万枚の削減効果が

あっているという、金額にしますと約２８０万

円ぐらいの削減効果があったということで、サ

イドブックスのシステムによる、単純計算です

けれどもですね、効果があっていると考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） それは常にカウントで

きるもん、これから先もずっとカウントしてい

けるもんなんですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） サイドブッ

クスを利用している限りは、ずっと積算もでき

ますし、期間で、今回効果があったというのが

分かるようには、システム上なっていますの

で、確認できるようになっています。（委員太

田広則君「承知しました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、タブレッ

トの関係なんですけれども、ＬＴＥ回線使用料

というのは５２万４０００円というようなこと

で御説明あったんですけれども、これは、多分

いろんな場所で使ったら、例えば多くなった

り、少なくなったりとかというのもあるんじゃ

ないかなと思うんですけど、その推移とかとい

うのはどのようになっているんですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） すみませ

ん、ちょっと推移のほうがですね、ちょっと資

料が手元にございませんので、この場でお示し

することができないんですけれども、今の契約

でいきますと、タブレットは１台当たり７ギガ

まで使用することが可能となっておりまして、

それが定額で一応計算しまして、今のところ使

用率は、ほぼ、全然いかない状況なので、それ

以上いくことは、今のところないかなという想

定では考えているんですけれども、ちょっとお

答えになっているか分からないんですが、すみ

ません、そういった状況です。 

○委員（野﨑伸也君） ちょっと、何か分かる

ようなやつがあれば見せてほしいなと思うんで

すけど、よかですか、それで。待ちましょう

か。待ってよかですか。 

○委員長（中村和美君） いいですね。 
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 ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、さっき旅

費の関係の説明があったんですけれども、行政

視察の関係のところでいくと、４８９万５００

０円というような説明だったかと思うとですけ

れども、これは、説明では常任委員会とかのや

つも含めて、議会で行った人全部――議員が行

った全部の旅費が、令和５年度これだけだった

っちゅう話。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 野﨑委員さ

んがおっしゃるとおり、各常任委員会ですね、

総務委員会とか、建設環境委員会の行政視察に

行かれた際の議員さん方の旅費、費用弁償とい

う形になります。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、ちょっと

比較しよったやつが、この決算書のやつと比較

しよったですけど、こっちで、この議会費の旅

費というのがあるんですけれども、支出済額

と、えらいな違いじゃないですか。こっち支出

済額のほうが１２９０万１８２０円というのが

あるんですけれども、これとの違いというのは

何なのかがよく分からんので……。 

○議会事務局次長（土田英雄君） すみませ

ん、決算書のほうが、旅費というものは、枠で

決まっていまして、事務事業のほうが、会議出

席の費用弁償も旅費に入っておりますし、常任

委員会の行政視察についても旅費に入っており

ます。 

 議長の出席とか、職員の随行旅費も旅費の中

に含まれておりますし、あとは、特別委員会の

と、会計年度任用職員の旅費もですね、この旅

費の中に含まれておりまして、それをトータル

すると、決算書の額になるという状況でござい

ます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。なら、

１事業のうちでいけばこの金額だけど、説明さ

れたんだけど、議会として全体の旅費は、この

金額になるんだよということでの認識でよかで

すね。ちょっとその内訳が分からないんで、内

訳は出せるんですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 内訳としま

して、議長の出席関係で約１８０万円とかです

ね、それと、行政視察関係の旅費――常任委員

会のほうで３２６万４０００円とか、議運のほ

うが８４万５０００円であったり、特別委員会

のほうで７８万４０００円、あと、会議出席等

の費用弁償のほうで３４５万円というところに

なってございますけれども、それを合計します

と、一応１２００万円というところです。 

○委員（野﨑伸也君） 今ざっと足しても、な

らんような気がしたんだけど、１２００万円

に。 

 何か資料あれば、ちょっと出してもらってよ

かですか。 

○委員長（中村和美君） 後ほど、よければ。

いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） またやります。俺、待

ってもよかですけど。（｢待ちましょう」と呼

ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） すぐに出ますか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） ちょっと時

間をいただければ。 

○委員長（中村和美君） そのちょっとは、１

０分もかからん。 

○委員（野﨑伸也君） ここはやめて、別のば

して、しよる間に作ってもらってという話です

か。 

○委員長（中村和美君） 小会します。 

（午前１１時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３７分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 ただいま野﨑委員から、旅費についての資料

請求の申出がありました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会として資料を請求することに御異議
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ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 ほかに質疑ありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 費用弁償の関係で、全

国市議会議長会総会ほかというので、１８４万

４０００円というのがございますが、これにつ

いては、議長の関係のみというふうな捉え方で

よろしいんでしょうか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） こちらのほ

うが、議会の議長宛てに御案内があった分につ

いて、議長が出張された経費に対して支出して

いるということになります。 

 以上でございます。 

○委員（髙山正夫君） 一応これ、議長の関係

ということですが、随行というのがございま

す。議長会関連は、職員の方が随行されている

と思いますが、この普通旅費の随行２６１万６

０００円の中に入っているということでよろし

いんですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 職員の随行

旅費については、普通旅費の中に、常任委員会

とかでの職員の随行旅費も、そこに含まれてお

りますので、そこが合算された額となっており

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 髙山委員の関連で、こ

こだけ、ほかって書いてあるんですけど、ここ

全部ちょっと、どういった内容なのか説明いた

だいてもよろしいですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 議長の出張

につきましては、各定例会の議長の諸報告に掲

載しておりますけれども、全員協議会のところ

でですね、議長のほうから御説明はあっている

んですけれども、その内容を、また改めて御報

告する形でよかったですかね。 

○委員（山本敬晃君） １８４万４０００円の

分ですね、その分で、ほかって書いてあるん

で、全部が分からないので、そこを１回ちょっ

と説明して……。 

○議会事務局次長（土田英雄君） それではで

すね、ちょっと議長の出張に関して、ちょっと

御報告させていただければと思います。 

 まず、４月にですね、基隆東区ロータリーク

ラブさんからの御依頼がありまして、台湾のほ

うに行かれている分があります。 

 それと、また５月に入りまして、内外情勢調

査会の全国懇談会にも出席されております。 

 石油基地防災対策都市議会協議会の総会への

出席であったり、熊本県市議会議長会の天草出

張とかですね、６月に入りまして、九州市議会

議長会定期総会のほうで長崎出張とか、あと

は、全国温泉所在都市議会議長協議会の役員会

総会並びに熊本県市議会議長会とか、全国市議

会議長会の定期総会への出席のため東京に出張

とかですね、あと、福岡のほう――これは副議

長なんですけども、出張が１件あります。 

 ７月に入りまして、全国地方議会サミットの

ほうに出張、同じく７月に、南九州西回り自動

車道建設促進に係る中央要望活動のほうで東京

に出張、内外情勢調査会の７月全国懇談会のほ

うに東京出張、これは副議長ですね。同じく東

京――市の政府要望に合わせての出張も７月に

実施されております。 

 ８月に入りまして、スポルティック２０２３

への案内がありましたので、セミナーへ出席。 

 同じく９月に入りまして、全国温泉所在都市

議会議長会協議会の要望活動と全国高速自動車

道市議会協議会の要望活動に、東京に出張され

ております。同じく９月に、内外情勢調査会の

全国懇談会及び石油基地関連の要望活動のため

東京に出張されております。 

 １０月に入りましてから、熊本県市議会議長
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会で山鹿市へ出張、同じく１０月に、副議長で

すけれども、国道３号緑川橋～八代市区間整備

促進期成会の要望活動で福岡出張。 

 １１月に入りまして、今言いました国道３号

関係の要望活動、並びに南九州西回り自動車道

建設促進大会、並びに全国市議会議長会の理事

会、評議員会、同じく全国温泉所在都市議会議

長会協議会の役員会、実行委員会情報交換会へ

東京へ出張、同じく１１月に政府要望に東京へ

出張されております。 

 １２月に入りまして、内外情勢調査会の１２

月全国懇親会に東京へ出張されております。 

 ２月に入りまして、全国高速自動車道市議会

協議会の第２回理事会と第５０回定期総会へ東

京出張、同じく２月に、全国市議会議長会の理

事会及び評議員会のほうに、東京に出張されて

おります。 

 ちなみに、令和５年度がですね、八代市のほ

うが、全国市議会議長会の評議員になっており

ます。また、全国温泉所在都市議会議長会協議

会の実行委員と、同じく全国高速自動車道市議

会協議会の理事を、輪番制なんですけど、それ

をちょっと令和５年度は仰せつかっておりまし

たことから、ちょっと出張が多かったかと。 

 今年度はですね、それが外れます代わりに、

今度は石油基地防災対策都市議会協議会のほう

の実行委員が、今年度から来年度の２年間とい

うことで仰せつかっておりますので、これに関

する出張が、今年度は増えるかなとは考えてお

ります。 

 ちょっと長くなりましたけども、以上でござ

います。 

○委員（山本敬晃君） 今度増えるというとこ

ろで、この１８４万円というのは、結構多いん

ですかね、例年に比べて。その前の前年、前々

年度と比べての推移を、ちょっと教えていただ

ければですね。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 前年度、前

々年度というところでございますけれども、ち

ょうどコロナのほうでですね、出張がもう全く

ない、令和２年、３年とかですね、令和４年度

もほぼなかったような状況がございますので、

ちょっと一概に比較が全然できなくて、ちょっ

と積算を、計算ちゅうか、積み上げてないとこ

ろでございまして、令和５年度の、先ほど申し

上げましたように、５月にコロナが５類に変わ

ってから、急に増えてですね、出張が激増した

というのが、最近の現状でございまして、今年

度も同じような出張が、現在増えております。 

○委員（山本敬晃君） コロナ前と比較して

も、大体その前だったらこのぐらいかかるとい

うことでよろしいですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 同じぐらい

の費用がかかっているんじゃなかろうかと、す

みません、ちょっと正確に手元にコロナ前の金

額が分からないものですから、あれなんですけ

ども、以前もそのような出張があっていたと理

解しておりますけども。 

○委員（山本敬晃君） その資料も、後でいた

だければ。今ちょっとお持ちじゃないというこ

とですけど、ちょっと調べていただいて、ちょ

っとその資料をいただければ。 

○委員長（中村和美君） 資料だけ、後ほど本

人、個人に提出してください。（議会事務局次

長土田英雄君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今の件で、引き続きな

んですけど、先ほど、この費用弁償を支払うと

いうのは、議長宛てに案内があったやつに対し

て行かれたら払うということ、さっき何かそや

んふうな説明だったと思うんですけど、御案内

が全部あっているということ。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 議長宛てに

ですね、当然御案内とか、出席依頼とか、参加

依頼とかがあったものに対して、議長のスケジ

ュールを見ながら、出席可能かどうかを判断し
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まして、出席、出張されておりますので、全て

御案内があっているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今聞いとったですけ

ど、いっちょ抜けとったですよね。８月２４日

から２６日までの３日間というと、全日本大学

女子ソフトボール選手権大会視察、並びに西日

本大学男子ソフトボール選手権大会の誘致及び

継続開催に向けた要望活動のため安城市に出張

されてます。それ、抜けてないですか、今。そ

れは何、なかったですか、案内が。 

○議会事務局次長（土田英雄君） すみませ

ん、私の読み損じでございまして、出張されて

おります。 

○委員（野﨑伸也君） 行かれたちゅうことで

すよね。 

 その中でですよ、スポルティック２０２３と

いうのと、今私が言った８月２４日から２６日

というと、それは、議長が何で案内があったの

というふうに思ったんですよ。通常であれば、

これ経済企業委員会とかじゃないの、委員長じ

ゃないの。 

 何でその、今までこういうの多分行かれてな

いと思うんだけど、出張に。何でその案内があ

ったのかどうかというのは、案内文、どういう

案内文だったんですか。あるんでしょう、案内

文が。 

○議会事務局次長（土田英雄君） その案内文

のほうを、今こちらにお持ちしてないので、ち

ょっと……。 

○委員（野﨑伸也君） もちろん多分つづって

あっただろうと思うとですけれども、どやん案

内文なんですか。今までだったら、普通こうい

ったのは経済企業委員会委員長に来るなら分か

るけどさ、何で議長宛てなの。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 執行部のほ

うから、そういう御案内が、議会を代表すると

いうところで、議長に御案内があったのかと思

っておりますけれども。 

○委員（野﨑伸也君） その６月のさ、台湾に

行ったときもさ、バドミントンの交流事業でし

ょう、議長。これも経済企業委員会委員長、行

ってないよね、これ。議長１人行っとっど。通

常だったら、経済企業委員会委員長、行かんば

んど、普通、何で。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 執行部のほ

うから議長宛てに御案内があったというところ

で、私どもは、その……。 

○委員（野﨑伸也君） 通常であれば、議長が

委員長も連れてさ、行ったほうがいいんじゃな

いの、こういうのは。おかしいんじゃない。 

○議会事務局次長（土田英雄君） ６月の台湾

出張につきましては、執行部のほうで予算措置

もされておりましたと理解しているんですけど

も、その点で、議長だけに御案内があったんだ

ろうと、私どもは理解しております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 案内文というのを、３

つ見せてもらってよかですか。何かちょっと腑

に落ちんとですよ。通常であれば、経済企業委

員会委員長が行くべきところが、何で議長が行

くとかなと思うんだけど。 

 しかもさ、これ、あれだったよね、６月の定

例会のやつのけてから行ったんじゃなかったで

すか。 

○委員長（中村和美君） それでは、局長、野

﨑委員に個人的に、後で資料を出してくださ

い。よろしいですか。 

 よろしいですか、それで、野﨑委員、よか。

何かする、ここで。 

○委員（野﨑伸也君） やりたいのは、見てか

らやりたいのはあるんですけど。まあ、待って

るのもありますんで。（委員山本敬晃君「お昼

はさめばいただけますか」と呼ぶ）そこは委員

長の裁量権がありますので。 

○委員長（中村和美君） 小会します。 
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（午前１１時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５２分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 先ほどの野﨑委員の質疑に対して。 

○議会事務局次長（土田英雄君） ただいま皆

さんのほうに資料のほうをお配りさせていただ

きましたけれども、これにつきまして御説明い

たします。 

 先ほどの旅費の件ですけれども、上から言い

ますと、会議出席費用弁償のほうですね、執行

額が３４５万円、常任委員会行政視察のほうで

３２６万４０００円、議会運営委員会の行政視

察のほうで８４万５０００円、議長の出席諸会

議のほうで１８４万円、それから会計年度任用

職員の旅費が２万円ですね。特別委員会の行政

視察のほうで７８万４０００円、これを合計し

ますと、１０２０万となるかと思います。 

 ２ページ目のですね、普通旅費のほうで、職

員の随行に関する関係なんですけれども、行政

視察への随行で６８万１０００円、議長の随行

のほうで１９３万円、職員研修旅費のほうで７

万７０００円、合計しますと２６９万、これを

合計しますと、決算額のほうの旅費になろうか

と思います。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） しばらくお待ちくださ

い。今もらったんで、ちょっと見ます。 

 はい、大丈夫ですよ。はい、よかですよ。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） さっきの最初の決算の

ところで、議会費が約２.３％増、前年度比で

すね、その主な理由というのは、どういった分

ですか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 増の理由と

いたしましては、政務活動費の支出が、前年度

と比較しますと増えているところと、もう一つ

が、議会のですね、本会議場とかのシステム関

係の保守点検業務委託料のほうが、令和５年度

から発生しているというのがありまして、その

点で増が発生しているというところがございま

す。 

○委員（山本敬晃君） ７８０万円ですね、増

があるというところで、それが、その主な理由

というところで、その額がどこですかね。 

○議会事務局長（小野高信君） 昨年と比較し

てですね、主立ったものを申しますと、まず、

旅費のほうがですね、約４００万円ほど上がっ

ております。 

 あと、先ほどありました需用費――委託料の

ほうが、先ほどシステムの保守料が上がってい

るので約３００万円ということと、あとは、も

う需要費――様々な消耗品とか、その辺りのと

ころは１００万円ぐらい上がっておりまして、

あとは、細々した部分はありますけれども、そ

ういったものを含めまして、今回増という形に

なっております。 

○委員（山本敬晃君） ちょっと、また別のこ

となんですけど、議会の広報の面で、たしかＳ

ＮＳなんかをつくられたというふうに伺ったと

思うんですけど、その広報とかのために、議会

事務局の職員というのは増員とかされたんでし

たっけ。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 広報活動の

ために増員という職員はおりません。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 議会の広報をＳＮＳで

されるというのはありましたよね、フェイスブ

ックですかね。そこの内容をちょっと教えてい

ただけますか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 一応、開か

れた議会を目指すということで、若い方向けに

ですね、議会活動を知っていただければという

ことで、一応、議会のフェイスブックを立ち上

げさせていただいて、様々な議長の活動とか、
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委員会活動とか、議会としての活動の情報を発

信しているというところになります。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） その実績というか、投

稿数だったり、何人に見られたかとかですね、

そういうのが多分データが分かると思うんです

けど、ちょっとそこの実績を教えていただけま

すか。 

○議会事務局主幹兼総務係長（田島麗子君） 

 皆様、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ

者あり）議会事務局の田島と申します。 

 委員御質問のＳＮＳ――フェイスブック等に

ついての統計データについてなんですけれど

も、令和５年度におきましては、市議会フェイ

スブックの投稿数は１１３件と、フェイスブッ

クアクセス数が４２１９件、フォロワー数が１

７６件となっております。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） そのフェイスブックの

広報というのは、今後も継続していかれる予定

なのかというところと、あと、インスタグラム

とか、旧ツイッターとかも、いろいろあると思

うんですが、そういった追加のＳＮＳの広報と

かというのは、検討はされてますでしょうか。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 現在のとこ

ろですね、フェイスブックのほうは、引き続き

情報発信のツールとして継続して利用させてい

ただきたいと考えております。 

 そのほかのインスタグラムとか、ほかについ

ては、今まだちょっと検討はしてないんですけ

れども、また、ちょっと必要に応じてですね、

協議しましてから、取組ができればいいかなと

は思いますけど。 

 以上です。 

○委員（山本敬晃君） フェイスブックに関し

ては、何か、例えば議会だよりとかで、こうい

ったフェイスブックありますよという広報はさ

れているんですよね。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 議会だより

でも広報をしておりますし、ホームページ上で

もですね、載せております。 

 一応、市役所の窓口であったりとか、そうい

ったところにもですね、議会フェイスブックの

御案内をしているというところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、先ほどの

ちょっと、議長の出張に、また戻って、ちょっ

と質問したいのがあるんですけど、大丈夫です

か。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） ８月１日のスポルティ

ック、東京に行かれたやつと、安城市の８月２

４日から２６日というの、これ、どちらとも執

行部のほうから案内があってということで行か

れたというような説明だったですけれども、こ

れ、あれですよね、継続して、やっぱりソフト

ボールの関係とかって言えば、やっぱり行った

理由が継続開催に向けた要望活動というような

話なんで、本来であれば、また今の議長さんも

行かれるはずなんです。行ったほうがいいと思

うんですけれども、行かれてないんですよね。

それは何でなんですか。単発的にあったという

のが分からないんですけど。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 今年度は御

案内がなかったので、行かれてないというとこ

ろで理解しておりますけれども。（委員野﨑伸

也君「分かりました。御案内がなかったら行け

ない」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） それでは、ほかあり

ませんか。 

○委員（山本敬晃君） 野﨑委員に資料を、後

で提供されるというのがあったと思うんですけ

ど、それを、私にもいただいてよろしいです

か。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で第１款・議会

費についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後０時０１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０２分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩します。午後は１時から再開いたします。 

（午後０時０２分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（中村和美君） 皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）それで

は、休憩前に引き続き、総務委員会を再開いた

します。 

 次に、第２款・総務費中、当委員会関係分及

び第１１款・公債費、第１２款・諸支出金、第

１３款・予備費について、一括して説明を求め

ます。 

○市長公室長（宮川武晴君） 皆様、改めまし

て、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）市長公室の宮川でございます。 

 総務費の審査に当たりまして、関係部が所管

します主要な施策について、その取組状況や結

果を振り返り、今後の方向性などにつきまし

て、私並びに各部長から事業総括を述べさせて

いただきたいと思います。それでは着座にて説

明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○市長公室長（宮川武晴君） まず、市長公室

は、秘書広報課、人事課、国際課並びに総合支

援担当の体制で、市民に対する広報・広聴や、

人事管理をはじめとする人材育成、組織づく

り、本市の国際化の推進と多文化共生社会の実

現に取り組んでいくとともに、市長、副市長の

トップマネジメントを推進するため、重要案件

等について全庁的な情報共有や各部間の連携強

化を図るなど、市組織の機能強化を主な担務と

してございます。 

 初めに、広報・広聴の取組では、市政の見え

る化のさらなる推進を目的に、広報やつしろを

毎月発行するとともに、市の公式ホームページ

やＳＮＳなどを活用した情報発信、市長への手

紙、まちづくり出前講座、テーマトークなどに

よる広聴機会の拡充を図っております。 

 市政懇談会やテーマトーク、出前講座につき

ましては、コロナ禍により、ここ数年は延期や

受付停止などの影響がございましたが、令和５

年度から事業を再開しており、出前講座につき

ましては、コロナ禍前より実施回数が増加する

など、着実に取組を進めております。 

 今後も、市民からの貴重な御提案や御意見を

伺い、市政に反映させるという大切な役割を担

っております広報・広聴活動の充実に向け、先

般リニューアルいたしましたホームページや、

ＳＮＳをはじめとした様々なツールも最大限に

活用しながら、情報の発信に努めてまいりま

す。 

 次に、人材育成の取組では、より質の高い市

民サービスを提供するため、職員の意識改革と

能力開発につながるよう計画的に職員研修を実

施しております。 

 研修内容につきましては、課長職を対象とし

て良好な職場環境や人間関係を構築することを

目的とした部下指導力向上研修や新規採用職員

を対象に、障害のある方への適切な対応や福祉

現場での課題等を認識することを目的とした市

内福祉施設での実地研修を新たに実施するな

ど、時代に即応したものとなるよう見直しなが

ら充実を図っております。 



 

－24－

 次に、国際化と多文化共生社会の推進に向け

た取組でございます。 

 まず、国際化の推進につきましては、国際交

流員による出前講座やイベント開催による異文

化理解の促進、多言語通訳システムによる外国

人市民のサポート体制の充実に努めておりま

す。 

 また、友好都市との交流においては、台湾基

隆市と友好交流協定締結５周年を迎えたことか

ら、市民使節団を相互に派遣するとともに、基

隆市をＰＲするパネル展を実施するなど、より

多くの市民の皆様に基隆市を知っていただける

よう記念事業も実施しております。 

 今後も、中国・北海市や台湾・基隆市、そし

て、先月新たに友好交流協定を締結いたしまし

た台湾・新竹市、それぞれの都市と連携を密に

しながら、より一層国際交流を深めてまいりま

す。 

 次に、多文化共生社会の推進につきまして

は、やつしろ国際協会を中心に、にほんご交流

ひろばや異文化カフェ、外国人市民を対象とし

た出前講座をはじめ、外国人市民との交流や様

々な国や地域の文化・習慣に触れることを目的

とした国際交流ふれあいフェスタの開催など、

会員の皆様と一緒になって活動を展開してまい

りました。 

 今後も協会の活動を広く市民に周知しなが

ら、言葉の壁を越えた多文化共生社会の実現に

つなげてまいります。 

 最後に、市長公室として人材育成、組織づく

り、国際化と多文化共生の推進、そして全庁的

な連携強化という視点に立ちながら、常に改善

と向上の意識を持って事業に取り組んでまいり

たいと考えております。 

 以上、市長公室の決算審査に際しまして、事

業総括とさせていただきます。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務

企画部の田中でございます。よろしくお願いい

たします。それでは、着座にて説明させていた

だきます。 

 総務企画部につきましては、本年度より新た

に設置されました地域政策課を加え、本庁５

課、支所１１課、合わせて１６課で構成されて

おりますが、総務費に係る主な事業について総

括を申し上げます。 

 まず、八代・天草シーライン建設促進につい

てですが、令和５年度は、行政期成会として７

月と１１月に国への要望活動を実施しておりま

す。１１月の要望時には、コロナ禍により取り

やめていた行政期成会、市議会議員連盟、民間

期成会による合同要望を４年ぶりに実施いたし

ました。 

 また、今年３月には、国・県及び関係自治体

が連携して、八代・天草シーラインの整備方針

を議論する八代・天草シーラインに関する勉強

会が初めて開催され、計画路線格上げに向け新

たな一歩を踏み出したところでございます。 

 今後も引き続き県協議会や市議会議員連盟、

民間期成会などと連携・協力し、八代・天草シ

ーライン構想の早期実現に向けて取り組んでま

いります。 

 次に、移住・定住の促進についてですが、本

市へ移住された方への移住支援金や移住・定住

促進補助金の支給、定住自立圏を構成する氷川

町、芦北町と連携した婚活イベントなどを実施

しております。 

 また、東京、大阪、福岡で開催される移住相

談会やオンライン相談会に参加し、移住希望者

に対し本市の地域情報や移住・定住に関する支

援制度のＰＲ等を行っております。 

 今後も積極的な情報発信を行い、１人でも多

くの方に本市を選んでいただけるよう事業を推

進してまいります。 

 次に、公共交通についてですが、高齢化や人

口減少が進む中、市民の移動ニーズに応じた安
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定した交通サービスを確保するため、路線バス

や乗合タクシー、肥薩おれんじ鉄道などに対し

運行支援を行っております。 

 また、路線バス、乗合タクシーにつきまして

は、八代市地域公共交通計画に基づき、利用状

況や地域の要望も踏まえながら、路線の見直し

等を行っております。 

 今後とも市民の移動手段の確保のため、財政

負担の増加抑制に努めながら、利便性と効率性

を兼ね備えた公共交通の在り方を検討してまい

ります。 

 次に、デジタル化の推進についてですが、ス

マートシティやつしろの実現に向け、八代市デ

ジタル化推進基本計画に基づき、本市のデジタ

ル化を進めており、令和５年度はデジタル田園

都市国家構想交付金を活用し、新たに市民税

課、千丁支所及び鏡支所の各窓口にキャッシュ

レス決済システムを導入いたしております。 

 また、開発ツールを活用した独自の業務支援

システムの構築や、各種証明書交付などの行政

手続におけるオンライン申請、公共施設のオン

ライン予約システムの機能充実などと併せ、デ

ジタルが苦手な方を対象とした出張スマホ教室

を市内全校区で開催いたしております。 

 さらに、市民の利便性向上や災害時等におけ

る情報伝達手段確保のため、市内８か所のコミ

ュニティセンターにおけるＷｉ－Ｆｉ整備を行

っております。 

 今後も引き続きデジタル技術を積極的に活用

し、業務の効率化及び市民サービスの向上に努

めるとともに、市民のデジタル活用の支援に取

り組んでまいります。 

 次に、行財政改革についてですが、第三次八

代市行財政改革大綱に基づき、事務の効率化や

経費削減、将来を見据えた健全な財政運営、市

民との協働を進めております。 

 令和５年度からは、業務や施設管理の民間へ

の委託の推進、施設の統廃合やふるさと納税の

促進等による財政健全化に取り組むとともに、

令和７年度に予定しております自治体情報シス

テムの標準化・共通化に向けて、税や福祉分野

などの対象２０業務を中心に、業務フローの見

直しなどを行っております。 

 今後とも質の高い行政サービスを提供してい

けるよう、引き続き市民の視点に立った行財政

改革を進めてまいります。 

 最後に、各支所においては、地域の特性を生

かし、地域づくり活動の充実や住民自治の推進

及び防災意識の向上を図るため、地域振興・地

域づくり活動助成金による地域振興事業を実施

いたしております。 

 総務企画部では、市の施策等の総合的な企画

調整、支所管内の地域振興、国や県などへ向け

た対外的な業務等を併せ持っております。 

 今後も引き続き市が目指す将来像の実現に向

け、限られた予算や人材を効果的に活用しなが

ら、デジタル化の推進による市民サービスの向

上と業務の効率化を進め、時代の変化に応じた

施策を展開できるよう積極的に取り組んでまい

ります。 

 以上、総務企画部の総括とさせていただきま

す。 

○財務部長（松川由美君） 皆様、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財務部、

松川でございます。 

 令和５年度決算審査をお願いするに当たりま

して、当部所管分について総括を述べさせてい

ただきます。申し訳ございませんが、着座にて

説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○財務部長（松川由美君） 財務部は、財政

課、財産経営課、契約検査課及び税関係を所管

します市民税課、資産税課、納税課の計６課で

構成されておりまして、分掌事務は、市有財産

や財政に関すること、また入札契約事務などに

関することなどでございます。 
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 まず、市有財産関係につきましては、本庁舎

が令和４年度に完成いたしましたが、社会の要

請などに対応しながら、適切な維持管理に努め

てきており、今後も継続して実施をしてまいり

ます。 

 また、公共施設マネジメントにつきまして

は、八代市公共施設等総合管理計画や八代市公

共施設個別施設計画を推進し、長寿命化対策を

実施していくことで、公共施設等の最適な配置

の実現を図り、将来にわたる財政負担の軽減や

更新費用の平準化を図ってまいります。 

 次に、入札・契約事務関係につきましては、

令和５年度は国のデジタル田園都市構想交付金

事業を活用した契約管理システム及び競争入札

参加資格申請システムの導入により、事務の効

率化を推進いたしました。 

 既に導入しております電子入札システムと、

この新たな２システムを有効活用することで、

事業者の方々には手続が分かりやすく、対応し

やすくなるよう、また制度としましては、透明

性、公平性、競争性が確保されたものになるよ

う適正な執行に努めてまいります。 

 次に、財務関係でございます。 

 まず、自主財源である市税関係について申し

上げます。 

 歳入につきましては、午前中に加来次長のほ

うから決算書に沿って説明申し上げましたの

で、内容が重複してしまう部分もございます

が、お許しをいただきたいと思います。 

 令和５年度の市税の決算額は、全体として前

年度比で１８００万円、０.１１％の減で、ほ

ぼ横ばいとなっております。これは、固定資産

税において、新増築家屋の影響などにより、現

年度分が約１億１６００万円、１.４％の増と

なりましたが、その一方で、市民税の法人分に

おいて、原材料費の高騰やコスト増加分の価格

転嫁が進まず、製造業を中心に収益が減少した

ことなどにより約１億１９００万円、１１.

４％の減となったことによるものでございま

す。 

 収納率につきましては、前年度の９６.８％

から９７.０％に上昇をしております。 

 なお、市有債権管理の一元化につきまして

も、納税課債権対策室におきまして、市の差押

えによる徴収できる公債権の一元化を進めてお

り、介護保険料、後期高齢者医療保険料なども

市税と合わせた滞納整理を行うことで、歳入の

確保に努めているところでございます。 

 今後も税３課は、地方税法に基づき適正に課

税、収納することに努めてまいります。 

 最後に、財務関係のうち、財政状況について

でございます。 

 令和５年度決算では、実質収支が約１９億６

０００万円となり、前年度より約４億３０００

万円の黒字となりましたが、このうち３億円を

翌年度に繰り越さず、財政調整基金へ積み立て

まして、後年度への財政需要に備えたところで

ございます。 

 また、令和４年度に積み増しをしました減債

基金を、新庁舎建設や環境センター建設に伴う

市債償還の財源に一部活用していくなど、基金

の効果的な活用に努めております。 

 一方、市債残高は、臨時財政対策債などの財

源補塡債の減少で、前年度より減となりました

が、今後坂本町の復旧・復興事業や給食センタ

ー整備など投資的経費の増大が見込まれますこ

とから、通常事業分の市債の発行を抑制すると

ともに、地方交付税が措置される有利な市債を

活用するなど、将来世代に過度な財政負担を残

さないよう、財政負担の平準化や世代間負担の

公平性を図る財政運営にも努めてまいります。 

 以上、財務部の総括説明とさせていただきま

すが、特に財政面では、引き続き健全で持続可

能な財政基盤の確立を図りながら、必要な行政

需要へ的確に対応できるよう効率的、効果的な

財政運営を行ってまいりたいと思います。 
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 以上、よろしくお願いいたします。 

○市民環境部長（濱田浩介君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民環

境部の濱田でございます。よろしくお願いいた

します。失礼いたしまして、着座にて説明させ

ていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○市民環境部長（濱田浩介君） それでは、第

２款・総務費のうち、市民環境部が所管いたし

ます市民活動政策課、人権政策課、市民課の主

な取組につきまして、総括をさせていただきま

す。 

 まず、市政協力員制度についてでございます

が、市政協力員の皆様には、市政の円滑な運営

のため、市民と行政をつなぐ重要な役割を担っ

ていただいており、市民の皆様が安心して暮ら

せるまちづくりのために御尽力いただいている

ところでございます。 

 しかしながら、コミュニティーの希薄化や、

地域住民の高齢化などに伴い御苦労も多く、市

政協力員の成り手不足が懸念されておりますこ

とから、地域の方々の御意見をいただきなが

ら、業務負担の軽減につながるよう業務見直し

の検討を行っているところでございます。 

 また、協働によるまちづくりの取組では、地

域活動の拠点施設であるコミュニティセンター

の整備を行うとともに、市内全域の地域協議会

に対しまして、協議会の安定した組織運営と地

域の特色を生かしたまちづくり活動が円滑にで

きるよう支援策を講じてまいります。 

 次に、人権啓発の推進につきましては、千丁

支所に設置しております人権啓発センターを活

用しながら、様々な啓発活動を実施いたしてお

ります。 

 今後も市民の皆様の人権意識の高揚と人権が

尊重された平等なまちづくりの実現を目指して

まいります。 

 また、男女共同参画に関する取組では、第２

次八代市男女共同参画計画に基づき、女性の活

躍推進やワーク・ライフ・バランスの推進のた

め、男女共同参画セミナーを開催し、周知・啓

発に取り組んでまいりました。 

 本年度からは、昨年度策定いたしました第３

次八代市男女共同参画計画に基づき、取組を推

進してまいります。 

 また、青少年の健全育成に関する取組では、

青少年指導員による街頭指導やヤングテレホン

やつしろによる相談業務のほか、各種団体との

連携による社会を明るくする運動や各学校との

青少年育成業務などを行っており、今後も継続

して青少年の健全育成に取り組んでまいりま

す。 

 最後に、マイナンバー制度についてでありま

すが、デジタル社会実現の基盤となるマイナン

バーカードを市民に広く普及させるため、カー

ドの申請受付や交付、更新等の業務を行ってお

ります。 

 令和５年度におきましては、休日や買物のつ

いでに、マイナンバーカードの申請ができる拠

点として、ゆめタウン八代にマイナンバーカー

ドサテライトを本年３月まで開設し、また郵便

局との包括連携協定に基づく取組の一環とし

て、市内５か所の郵便局におきまして、申請サ

ポートを本年３月まで行っております。 

 さらには、外出が困難な方の自宅や病院、施

設に赴く出張申請サービスも行っております。 

 今後もきめ細かいサービスを行いながら、マ

イナンバーカードの普及を促進し、保有率向上

に努めてまいります。 

 以上が、市民環境部が所管します総務費の主

な取組でございます。 

 いずれも市民生活に直結する分野であります

ことから、市民の皆様の声にしっかり耳を傾

け、的確に対応していかなければならないと考

えております。 

 今後も市民と行政の協働の実現と人権が尊重
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されるまちづくり、市民サービスの向上に向け

各種事業を推進してまいります。 

 以上、市民環境部の総括とさせていただきま

す。 

○財務部次長（加来康弘君） 財務部の加来で

ございます。よろしくお願いいたします。それ

では、失礼しまして、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（加来康弘君） 歳出のうち、総

務費、公債費、諸支出金及び予備費の関係分に

つきまして、令和５年度における主要な施策の

成果に関する調書（その１）及び一般会計歳入

歳出決算書を用いまして説明いたします。 

 それでは、主要施策調書（その１）の１１ペ

ージをお願いいたします。 

 まず、歳出決算の状況でございますが、款

２・総務費の支出済額は、上段の表、（イ）目

的別の中ほどの列の支出済額（Ｂ）の２段目、

７５億５３９９万３０００円で、その２つ右の

執行率は９５.５％、その右、構成比は１１.

２％でございます。 

 前年度と比較して１０億７６５７万円、１

２.５％の減となっております。 

 その主な要因は、令和４年度で新庁舎建設関

連の外構工事が完了したこと、また定年の段階

的延長に伴い、令和５年度は退職手当が減少し

たことなどでございます。 

 下のほうになりますが、款１１・公債費の支

出済額は６９億９９０４万２０００円、執行率

９９.７％、構成比は１０.４％でございまし

て、前年度と比較して４億１０２８万５０００

円、６.２％の増となっております。 

 その主な要因は、新庁舎建設に係る市債の元

金償還開始に伴う増などでございます。 

 その下の款１２・諸支出金の支出済額は１０

億１４８５万１０００円で、執行率は９７.

４％、構成比は１.５％でございまして、前年

度と比較して１６億４２０８万１０００円、６

１.８％の減となっております。 

 減の主な要因は、令和４年度に庁舎建設基金

の廃止に伴い、減債基金に積立てがあったこと

や、収支の黒字分の一部を市有施設整備基金に

積み立てたことに比べると、令和５年度は積立

額が少なかったためでございます。 

 それでは、個々の歳出の決算について、主な

ものを順次説明いたします。 

 １４ページをお願いします。 

 款２・総務費の主な事業につきまして、ま

ず、表の上にある事務事業名を申し上げ、事業

の概要、決算額、特定財源及び今後の方向性の

順で説明を行います。 

 １４ページ上段の行財政改革推進事業では、

第三次八代市行財政改革大綱に基づく第２期八

代市行財政改革実施計画の進捗管理を行ってお

ります。 

 決算額は７２万６０００円で、時事通信社等

が提供する行政向け情報サービスの使用料７２

万６０００円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、第２期八代市行財政改革実施計画に基づ

き、行財政改革を自主的・主体的に取り組んで

まいります。 

 また、令和７年度の自治体情報システムの標

準化・共通化に向けて、対象となる２０業務を

中心に業務の見直しを図ることとしておりま

す。 

 １５ページをお願いします。 

 下段の職員研修事業でございますが、新規採

用職員研修などの階層別研修のほか、特別研修

では、新規採用職員が十分に能力を発揮できる

よう育成するため、新規採用職員の支援等を行

う担当者に対するメンター研修や全ての課長を

対象とした職場での部下指導力向上研修、また

年間を通じて実施する政策立案研修などを行っ

ております。 
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 また、自治大学校などの各種研修専門施設へ

の派遣研修や、職員が自身の業務に関連する資

格を取得する取組に対して助成を行う資格取得

助成や、通信教育への助成など自己啓発に対す

る支援を行っております。 

 決算額は８０９万８０００円で、主なもの

は、特別研修の研修委託、動画購入費用の１４

１万円、派遣研修の民間研修施設への研修旅費

２７５万３０００円及び自己啓発の通信教育５

８万４０００円などでございます。 

 特定財源は、熊本県市町村振興協会からの市

町村交付金１３９万２０００円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、今後も職員の意見等を踏まえ、時

代に即した内容や、さらなる効果が得られるよ

う、常に工夫をしながら充実を図るとともに、

研修の目的や内容に応じて効率的・効果的に研

修を実施してまいりたいと考えております。 

 次に、１６ページをお願いします。 

 上段のふるさと納税事業ですが、生まれ育っ

たふるさとや、応援したい自治体に寄附した場

合、寄附金額に応じて一定額が個人住民税、所

得税から控除される制度で、近年多くの自治体

が力を入れており、本市においても平成２７年

８月から、ポータルサイトを活用し、八代市の

魅力発信を行いながら、自主財源確保へ向け事

業を拡充しております。 

 決算額は１３億８０３０万３０００円で、主

なものはふるさと納税返礼品として９億３２１

８万７０００円、寄附の申込み受付から特産品

等の発注、配送管理まで行うふるさと納税委託

料として４億１５９０万５０００円、決済手数

料として９８１万９０００円などでございま

す。 

 特定財源は、ふるさと元気づくり応援寄附金

で、決算額と同額の１３億８０３０万３０００

円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。 

 令和５年度の寄附金が２１億２８２万１００

０円で、前年度に引き続き２０億円を超える寄

附をいただきましたが、令和５年１０月の制度

改正により、主力の熟成肉や八代市のオリジナ

ル刻印のゴルフボール等の返礼品が対象外とな

ったところでございます。 

 引き続き全国の皆様から、本市を寄附先に選

んでいただくためにも、返礼品の魅力向上が必

要であり、新たな返礼品の発掘、開発へ向け、

積極的に業者を訪問するとともに、関係機関と

の連携強化を図りながら、事業を推進してまい

ります。 

 １７ページをお願いします。 

 下段の国際理解と外国人支援事業でございま

すが、日本人市民の国際理解や国際感覚の醸成

を図るとともに、近年増加傾向にある外国人市

民の窓口における相談体制の整備をはじめ、日

本語の学習機会や日本人市民との交流機会の創

出など支援に取り組んでおります。 

 具体的には、小中学生を対象とした出前講

座、おしえてＪＩＣＡ海外協力隊では、本市の

国際交流員やＪＩＣＡ海外協力隊経験者による

講話や技能実習生との交流によって国際理解の

促進を図っております。 

 また、外国人市民が暮らしやすいまちづくり

として、本庁総合案内所へ母国語交流員の配置

や、多言語通訳システムによる言語サポートを

行い、窓口相談に対応できる体制を整備してお

ります。この多言語通訳システムは、タブレッ

ト端末による映像通訳から１５言語、電話によ

る音声通訳が２０言語に対応しており、本市の

外国人市民の９割以上をカバーできるものとな

っております。 

 決算額は２２９万８０００円で、多言語通訳

システム運用経費１９２万６０００円が主なも

のでございます。 

 なお、特定財源は、外国人受入環境整備交付



 

－30－

金１１１万３０００円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、今後ますます増加が見込まれる外

国人市民にとって、より暮らしやすいまちづく

りを進めるため、多言語通訳システムの市民へ

の一層の有効活用を図るとともに、外国人市民

と日本人市民が交流する機会の創出など、多文

化共生へのさらなる意識の醸成に取り組んでま

いります。 

 １８ページをお願いします。 

 上段の市政協力員関係事業でございますが、

住民福祉の向上と市政の円滑な運営を図るた

め、各地域に市政協力員を配置し、市民への連

絡事項の周知をお願いするとともに、広報紙の

配布や各種証明の確認などをお願いしておりま

す。 

 決算額は１億１２０１万３０００円で、市政

協力員への委託料１億４０３万４０００円が主

なものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、受持ち区域の見直しや増員などに

ついて、地域の要望を尊重しながら、市民サー

ビスの低下にならないよう対応していくことと

しております。 

 また、委託業務においては、市政協力員の負

担軽減につながるよう現状把握に努め、見直し

を行ってまいります。 

 次に、２０ページをお願いします。 

 下段の令和６年能登半島地震支援事業（物資

支援）は、令和６年１月１日に発生した能登半

島地震により被災された自治体に対しまして、

本市が所有する備蓄資材を提供する支援活動を

行っております。 

 決算額は５８万２０００円で、支援物資運搬

料でございます。 

 今後の方向性は、完了、終了としており、今

後も大規模災害が発生した際には、被災自治体

と連絡を取りながら、状況に応じた支援活動を

行ってまいります。 

 次に、２１ページをお願いします。 

 下段の広報広聴活動事業でございます。広報

業務としましては、広報やつしろを毎月発行し

ますとともに、ホームページやＳＮＳなどを活

用して、市の情報を発信しております。 

 また、広聴業務は、市長への手紙、まちづく

り出前講座などを実施しております。 

 決算額は５２９９万円で、主なものとして、

広報やつしろ印刷製本費が４７２５万３０００

円、公用車購入２５８万３０００円でございま

す。 

 特定財源は、市債２３０万円、その他特定財

源として、広報紙及びホームページの広告料収

入６７８万円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、ホームページの全面リニューアル

や広報紙の紙面充実などを通して、市の情報発

信力を強化するなど、広報広聴活動の充実を図

ることとしております。 

 次に、２２ページをお願いします。 

 下段の市庁舎管理運営事業でございますが、

この事業では、本庁舎の保守点検、維持管理の

ほか、総合案内業務や警備業務を行っておりま

す。 

 決算額は２億３１８７万２０００円で、市庁

舎総合管理業務委託料１億６７８万８０００

円、清掃業務委託料３６２２万６０００円、坂

本支所仮設庁舎リース料１７１４万１０００円

が主なものでございます。 

 特定財源は、市債１６７０万円などでござい

ます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、庁舎管理に必要な業務について、

総合管理方式での業務委託による管理運営を継

続することとし、今後も市民サービスの質が維

持向上できるよう、総合管理受託業者と情報共

有を図りながら対応してまいります。 
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 次に、２３ページをお願いします。 

 上段の市庁舎施設整備事業（鏡支所）は、本

市の鏡支所庁舎につきまして、建設後３５年が

経過し、照明、空調設備等が老朽化したことに

伴い、照明のＬＥＤ化、空調施設改修を行うと

ともに、支所の空きスペースを有効活用するた

め、隣接する鏡保健センターを支所の２階に移

転するなど、大規模改修を行うものです。 

 本事業は、令和５年度と令和６年度の２か年

事業で、総事業費が２億６３２３万３０００円

であり、令和５年度の決算額は１億４４５万６

０００円でございます。 

 特定財源は、市債９９２０万円でございま

す。 

 今後の方向性のとおり、令和６年度も引き続

き改修事業を実施し、本年５月３１日で事業を

終了しております。 

 下段の定住促進対策事業では、第２期八代市

まち・ひと・しごと創生総合戦略等の効果検証

を行うため、外部委員による会議の開催費用

や、東京、大阪などで開催される移住相談会へ

の参加費用、県外からの移住を促進するための

支援金などが主な内容となっております。 

 中でも、八代市移住・定住促進補助金につき

ましては、県外から本市へ移住された子育て世

代を中心とした若者世代を応援するため、住宅

を取得または賃借された際に、その費用を支援

するもので、住宅の取得は最大５０万円、賃借

の場合は最大３０万円の補助を行うものでござ

います。なお、昨年度の実績は１４件でござい

ます。 

 決算額は３８９万９０００円で、東京圏から

本市に移住し、対象となる求人に就職された方

へ支給する移住支援金６０万円と、移住・定住

促進補助金２９０万円が主なものでございま

す。 

 特定財源は、熊本県移住支援事業費補助金４

５万円、熊本県移住定住促進すまい支援補助金

１１２万５０００円及びふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金１７７万５０００円でござい

ます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、東京や大阪、福岡等で開催される移住相

談会への参加や、八代市移住定住サイト、熊本

県移住定住ポータルサイトなどを活用しなが

ら、本市の魅力を発信し、移住・定住促進を図

ってまいります。 

 さらに、定住自立圏を形成している氷川町、

芦北町とも連携し、圏域全体として移住支援情

報の発信や支援体制の充実を図ることとしてお

ります。 

 ２４ページをお願いします。 

 上段の八代・天草シーライン建設促進事業で

は、八代・天草シーラインの早期実現を目指

し、県南・天草地域１８市町村で構成する八

代・天草シーライン建設促進期成会の事務局と

して、会員市町村との調整や県知事をトップと

する八代・天草シーライン建設促進協議会など

と連携した国への要望活動や構想推進大会を開

催しております。 

 決算額は１０４万８０００円で、八代・天草

シーライン建設促進期成会負担金５万円、同促

進協議会負担金５２万３０００円及び同促進民

間協力期成会補助金４７万５０００円でござい

ます。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、県協議会や行政期成会、民間協力

期成会等と協力・連携し、国への要望活動や地

元の機運醸成のための構想推進大会等を開催

し、事業の促進を図ることとしております。 

 ３０ページをお願いします。 

 上段の地域総合整備資金貸付事業は、地域振

興に資する民間事業活動を支援するため、財団

法人地域総合整備財団の支援を得て、地方債を

原資として長期の無利子資金を融資するもので

ございます。 
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 昨年度の貸付けは１件で、決算額は２億８６

００万円でございます。 

 特定財源は、市債の２億８６００万円でござ

います。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、引き続き民間事業者の支援を行ってまい

ります。 

 ３１ページをお願いします。 

 上段の地域情報化事業では、八代市における

地域の情報化の推進を目的として、携帯電話不

感地域対策や難視聴対策として、本市のケーブ

ルテレビから民間のテレビ放送サービスへの移

行を進めるとともに、情報インフラとして公共

施設のＷｉ－Ｆｉ整備を行っております。 

 決算額は９１９万６０００円で、主なものは

コミュニティセンター８か所に係る公共施設Ｗ

ｉ－Ｆｉ工事請負費８４５万９０００円が主な

ものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、公共施設のＷｉ－Ｆｉ整備については、

令和６年度までに、坂本コミュニティセンター

以外のコミュニティセンター１９か所の整備を

完了する予定といたしております。 

 下段のデジタル化推進事業では、本市のデジ

タル化を推進するため、八代市デジタル化推進

基本計画を策定し、進捗管理を行っておりま

す。 

 また、デジタル技術を活用し、２４時間いつ

でもどこでも利用できるデジタル市役所の構築

に必要な環境整備にも取り組んでおります。 

 決算額は８６２万８０００円で、キャッシュ

レス決済端末導入業務委託１４２万５０００

円、システム使用料として、Ｇｒａｆｆｅｒス

マート申請１４８万５０００円、公共施設予約

システム１１０万１０００円、オンライン申請

ツールのＬｏｇｏフォーム１０７万９０００円

が主なものでございます。 

 特定財源は、デジタル田園都市国家構想交付

金７７万９０００円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、行政のデジタル化を推進するため、内部

事務の自動化・効率化やオンライン申請システ

ムなどの活用により、市役所内部の業務改善及

び市民の利便性向上を図ってまいります。 

 また、高齢者等のデジタル機器の取扱いに不

慣れな方を対象に、スマホ教室を開催するな

ど、デジタル活用支援の取組を進めることとし

ております。 

 次に、３２ページをお願いします。 

 上段の防犯灯設置事業では、夜間の犯罪を防

止し、市民が安心して生活できる住みよいまち

づくりを推進するため、町内会等への防犯灯設

置補助金の交付などを行っております。 

 決算額は５７４万６０００円で、防犯灯設置

補助金４９８万円が主なものでございます。 

 特定財源は、ふるさと八代元気づくり応援基

金繰入金４９８万円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、夜間の犯罪抑止を目的に防犯灯の

設置や維持管理を行う自治会等の取組をサポー

トするとともに、ＬＥＤ化の推進については、

他の自治体の調査研究を行い、補助制度の拡充

に向けた取組を進めてまいります。 

 次に、３３ページをお願いします。 

 上段の生活交通確保維持事業では、地域住民

の公共交通手段を確保するために、路線バス、

乗合タクシーへの補助を行っております。令和

５年度は、八代市地域公共交通計画に基づい

て、路線バスから乗合タクシーへの転換や、運

行便数、乗降場所の追加など利用状況を踏まえ

た見直しを行っております。 

 決算額は３億３２１５万８０００円で、乗合

タクシー運行事業補助金８２２１万７０００

円、地方バス路線維持費補助金２億４６５６万

９０００円が主なものでございます。 

 特定財源は、地域公共交通確保維持改善事業
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費補助金９０５万４０００円や、熊本県生活交

通維持・活性化総合交付金１８７５万７０００

円が主なものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、本市における公共交通体系の持続可能性

を高めていくため、八代市地域公共交通計画に

基づき、運行形態の見直しや新たな交通サービ

スの導入など、効率性と利便性の向上につなが

る取組を進めてまいります。 

 次に、３４ページをお願いします。 

 上段の人権啓発推進事業ですが、様々な立場

の人が連携・協力し、人権教育・人権啓発の推

進組織である八代市人権問題啓発推進協議会及

び八代市と氷川町で構成する八代地域人権教育

のための推進会議を中心に、人権教育・人権啓

発を推進しているもので、広報紙しあわせの発

行や人権子ども集会・フェスティバルなどのイ

ベントによる啓発を行っております。 

 また、ホームページやオンラインなど様々な

メディアを活用しながら啓発を行ってまいりま

した。 

 決算額は７８０万６０００円で、八代市人権

問題啓発推進協議会交付金３８０万円と八代地

域人権教育のための推進会議負担金１５０万円

が主なものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、八代市部落差別をはじめあらゆる差別の

解消及び人権擁護に関する条例を踏まえ、人権

尊重を基調とする差別のない明るい八代市の実

現を目指すこととしております。 

 ３５ページをお願いします。 

 下段の青少年健全育成事業ですが、青少年指

導員延べ１５５２人が街頭指導を実施し、青少

年の非行及び被害の防止に取り組んでおりま

す。 

 また、青少年相談員３人が、ヤングテレホン

やつしろによる電話、面接、メール等で相談を

受け付け、アドバイスを行っております。 

 決算額は８９１万９０００円で、青少年指導

員街頭指導謝礼３４４万４０００円、青少年相

談員報酬３３７万３０００円が主なものでござ

います。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、これからも青少年指導員や青少年相談員

のスキル向上に取り組むとともに、青少年を取

り巻く社会環境の変化に応じた事業を実施して

いくこととしております。 

 次に、３６ページをお願いします。 

 上段のコミュニティセンター施設整備事業

は、市民の地域活動の拠点であるコミュニティ

センターを整備することにより、利用者の安全

性、利便性の向上を図るもので、決算額は１億

２００３万６０００円でございます。 

 これは、八代コミュニティセンター非常用放

送設備取替えほか４２件で、９４９万４０００

円、金剛コミュニティセンター基本計画策定業

務委託で１２９８万円、麦島コミュニティセン

タートレーニングホール空調設備設置工事で９

３７５万４０００円、鏡コミュニティセンター

土壌分析室、玄関ホール周辺改修工事で２８２

万３０００円、会議室等で利用する机などの備

品等購入で９８万５０００円でございます。 

 特定財源は、市債９３７０万円でございま

す。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、多くのコミュニティセンターが築３０年

以上を経過しているため、八代市公共施設等総

合管理計画及び八代市公共施設個別施設計画等

の方針に基づき、計画的に改修・改築を進めて

いくこととしております。 

 次に、３９ページをお願いします。 

 上段の番号制度導入事業では、マイナンバー

カードの交付や申請受付、更新業務などを行っ

ております。 

 決算額は５６１６万２０００円で、会計年度

任用職員の報酬や手当１９９９万３０００円、
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３行下のマイナンバーカードに関する郵便料２

６３万３０００円、５行下のマイナポイント申

請サポート業務委託料２１３万８０００円、下

から２行目のサテライト会場使用料３７９万２

０００円が主なものでございます。 

 特定財源は、国庫支出金のマイナンバーカー

ド交付事務費補助金４８３５万１０００円でご

ざいます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。 

 引き続きマイナンバーカードの取得促進に向

けた取組を進めていくとともに、今後はマイナ

ンバーカードや電子証明の更新需要の急増を見

据え、円滑な交付申請受付が可能な窓口体制の

整備に努めてまいります。 

 次は、大きく飛びまして、１７８ページをお

願いします。 

 款１２・諸支出金でございます。下段の減債

基金事業でございますが、大型事業で借り入れ

た市債の償還により、大きくなった財政負担を

軽減するため、決算上、剰余金が見込まれると

きなどに基金を積み立て、将来の償還財源とし

て確保し、平準化を図るものでございます。 

 決算額は１億５６９５万２０００円で、その

うち元金分である１億５１７６万２０００円

は、令和５年度に限り、国の補正予算により普

通交付税の算定費目に臨時財政対策債償還基金

費が臨時的に創設され、後年度の償還分として

追加交付されたため、その算定額を積み立てた

ものであり、そのほかに利子５１９万円を積み

立てたものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、新庁舎建設に係る償還が本格化す

るため、取崩し額は増加する予定でございます

が、坂本町の復旧事業など大型事業による公債

費の増加にも備える必要があると考えておりま

す。 

 また、令和５年度の元金積立分の２分の１ず

つが、令和６年度及び令和７年度の普通交付税

算定額から控除されることとなっているため、

それぞれの控除額を臨時財政対策債償還分とし

て取り崩す予定としております。 

 １７９ページをお願いします。 

 上段のふるさと八代元気づくり応援基金事業

ですが、ふるさと納税制度を利用して寄せられ

た寄附金を基金に積み立て、誰もがいきいきと

暮らせるまちなど、基金の活用目的に基づき実

施する事業の財源の創出を目的としておりまし

て、決算額は６億９７００万７０００円は、積

立額の内訳として、事務費相当分などを除く寄

附金等６億９５２５万円と、利子１７５万７０

００円を積み立てたものでございます。 

 なお、令和５年度末の基金残高は、基金活用

事業４２事業分に８億４２５２万４０００円を

取り崩したものの、寄附金との相殺で、前年度

末より１億４５５１万８０００円減少し、８億

８５６３万２０００円となっております。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、寄附額の増加に伴い、活用金額も

増加傾向でございます。これは、返礼品の増加

や寄附者への活用事業ＰＲなどを充実させてい

る効果の表れと考えております。 

 引き続き、市民のニーズを踏まえ、幅広い事

業での活用を図っていきたいと考えておりま

す。 

 次に、下段の平成２８年熊本地震復興基金事

業でございますが、県から交付されている平成

２８年熊本地震復興基金交付金を原資として積

み立て、熊本地震からの復旧・復興に資する事

業の財源として確保するものでございます。 

 決算額は１億４９９５万４０００円ですが、

そのうち、元金分である１億４９８７万１００

０円は、事務費分に加え、熊本地震からの復

旧・復興の総仕上げとして、熊本県より一括交

付された分も含めて積み立てたものであり、そ

のほかに利子８万３０００円を積み立てたもの
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でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、引き続き国県支出金等の財源がな

い事業に活用することで、熊本地震からの復

旧・復興に資する取組を進めていく必要がある

と考えております。 

 次に、主要施策に記載のない公債費と予備費

について、一般会計歳入歳出決算書に基づき説

明いたします。 

 資料が変わりまして、一般会計決算書をお願

いします。 

 資料の２００、２０１ページの中段をお願い

します。 

 款１１・公債費を御覧ください。目１・元金

の決算額は６７億３８万７０００円で、国の財

政融資や民間金融機関などから借り入れた長期

債の償還元金が６６億５９３１万３０００円、

及び繰上償還元金が４１０７万４０００円でご

ざいます。 

 また、目２・利子の決算額は２億９８６５万

５０００円で、主なものは、元金と同様に長期

債の償還利子でございます。 

 なお、公債費の不用額２１６１万８０００円

は、利子の不用額２０４２万９０００円が主な

要因で、令和４年度借入れ予定の市債に係る事

業が、次年度への繰越し事業となり、借入れ時

期が遅れたことによる償還金の減少と借入れ利

率が見込みより低かったことによるものでござ

います。 

 最後に、２０４、２０５ページの款１３・予

備費でございます。 

 予算額２０００万円に対しまして、２０４ペ

ージの右から２列目の予備費支出及び流用増減

ですが、予備費充用額は８４８万１０００円で

ございます。これは、八竜山自然公園など５施

設における落雷被害の修繕経費に充用したもの

でございます。 

 続きまして、総務費の主な予算流用を説明い

たします。 

 ページを戻っていきまして、１０４、１０５

ページをお願いします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費の中で、１

０５ページ、備考欄の下のほうの７節から１２

節への流用４３９万６０００円は、当初の想定

を上回る寄附があり、ふるさと納税業務委託料

が不足するため流用したものでございます。 

 その下の１１節から２５節への流用８５万６

０００円は、令和６年能登半島地震で被災した

石川県加賀市を支援するため、ふるさと納税の

災害代理寄附の受付を実施した結果、８５万６

０００円の寄附があったため、流用したもので

ございます。 

 次に、１０８、１０９ページ、備考欄の一番

下をお願いします。 

 １４節から１２節への流用１２４万２０００

円は、坂本支所等造成工事に係る協議や設計数

量の変更に伴い必要になった擁壁基礎検討の業

務委託料に流用したものでございます。 

 次に、１１２、１１３ページの目９でござい

ます。 

 目９・コミュニティセンター費の中で、１３

節より１１節への流用６９万１０００円は、当

初予定してなかった全コミュニティセンターで

の光回線への変更に伴い、回線工事とビジネス

フォンの設定調整を実施したこと、また、二見

コミュニティセンター敷地内の陥没箇所とその

下の空洞の緊急調査が必要であったこと、そし

て、八千把コミュニティセンターの水道管等か

ら漏水が疑われ、急遽調査が必要になったこと

などから流用したものでございます。 

 次に、１１４、１１５ページの中段でござい

ますが、項３・目１・戸籍住民基本台帳費の中

で、１３節より１２節への流用３０３万６００

０円は、当初予算になかったマイナポイント申

請のためのサポート業務が発生し、委託料が必

要になったため流用したものでございます。 
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 続きまして、大きく飛びまして、２００、２

０１ページをお願いします。 

 款１２・諸支出金、項１・基金費につきまし

ては、目１・財政調整基金費から、２０４、２

０５ページの目７・新型コロナウイルス感染症

対策基金費までの、それぞれの目の備考欄記載

の流用でございますが、一括運用利子が、当初

の見込みより多かったことから、積立金が不足

した基金費の目について、目４・ふるさと八代

元気づくり応援基金費から流用したものでござ

います。 

 以上、総務費、公債費、諸支出金、予備費の

関係分の説明とさせていただきます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について一括して質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

○委員（山本敬晃君） 調書の３１ページのデ

ジタル化推進事業についてなんですけども、デ

ジタル市役所の構築を目指し、業務の自動化・

効率化を推進するということですが、その成果

といいますか、どういったところで業務自動化

できたり、また効率化、例えば職員の方の業務

時間や業務量が減ったとか、そういった何か成

果があれば、ちょっと教えていただきたいで

す。 

○デジタル推進課長（上野 信君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）デジタル

推進課、上野でございます。よろしくお願いし

ます。 

 業務の効率化でございますが、令和４年度に

おきまして、ＰＰＲを実施などしておりまし

て、合計で１４７５時間の削減をしておりま

す。 

 代表して申し上げますと、八代市出産祝い金

事務における交付金決定事務などの見直しを行

いまして１２０時間、それから、日中一時支援

事業――デイサービスなどがございますが、こ

の利用者及び実績管理請求業務におきまして９

２時間、これらがございます。 

○委員（山本敬晃君） ありがとうございま

す。実際にそういったですね、何か効果が出て

いるということで、例えばそういった業務がで

すね、効率化していけば、ここにもあるよう

に、２４時間ですね、いつでもどこでも利用で

きるというところで、ただ、福岡県の古賀市だ

ったりとかは、そういったことで効率化ができ

て、開庁時間を短縮するという取組も、何かさ

れるようですけども、そういった本市でもです

ね、もう来なくてもよくなればですね、例えば

そういったところの、市役所の開庁時間とかも

短縮とかもできて、いろんな、ほかの業務に取

り組めるということもできるのかなと思うんで

すけど、そういったところは何か検討とかは、

今されていますでしょうか。 

○デジタル推進課長（上野 信君） デジタル

推進課、上野でございます。 

 効率化といたしましては、八代市も取り組ん

でおりますオンライン申請サービスの充実――

今ですね、身分証明書ですとか、税証明などの

追加を令和５年度にしたところです。 

 それから、オンライン会議の環境整備ですと

か、これは中のことになりますが、あと、証明

書の発行窓口のキャッシュレス決済なども行っ

ているところでございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） すみません、これ、確

認ですが、調書の３６ページのコミュニティセ

ンター施設整備事業、麦島コミセントレーニン

グホールにエアコン――空調ですね、ありがと

うございました。 

 何基ついて、実際そのエアコンの温度管理

は、エアコン一つ一つで管理するのか、それと

も館内全体でするのか、ちょっとそこんとこ

ろ、まだしっかり見てないもんですから、教え

てください。 
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○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） こんにちは。市民活動政

策課、長舩でございます。 

 委員お尋ねの麦島コミュニティセンターです

けども、これはトレーニングホールでございま

す。バドミントンとか、ミニバレーができるよ

うな大きな施設のほうです。そこに設置をいた

しております。事務所で温度設定ができるよう

にいたしております。 

 以上お答えといたします。（委員太田広則君

「何基ついたですか」と呼ぶ） 

 台数がですね、壁側に１０台つけておりま

す。 

 以上でございます。（委員太田広則君「１０

基ですね。ありがとうございます」と呼ぶ）は

い。以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、調書の２

３ページ、下段の定住促進対策事業、これは何

名ぐらいの方が来られたのか、定住されたの

か。 

○地域政策課長（松本 亨君） こんにちは。

地域政策課の松本でございます。 

 何名ぐらいの方が移住してこられたかという

ことでございますけども、令和５年度のこの支

援金・補助金の支出の件数並びに人数というこ

とで、報告をさせていただきます。 

 令和５年度につきましては、まず、東京圏か

らの移住につきましては１件のお一人でござい

ます。 

 それから、県外からの移住に対する補助金の

支出につきましては、１４件の交付で３５人の

方々に交付をいたしております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、令和４年

と令和５年の比較があればよかったんですけれ

ども、何か課題とかというのはありました。 

○地域政策課長（松本 亨君） 令和４年度

を、まず、申し上げますと、令和４年度が東京

圏からは５件の８名、それから県外からは４件

の１１名ということでございます。合計します

とですね、令和４年度よりも令和５年度のほう

が増えております。 

 課題といたしましては、やはり移住先として

選んでいただくためにはですね、八代の魅力を

十分発信していくことが必要でございますの

で、情報発信の部分について、拡充をしていか

なければいけないと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） もちろん、今言われた

ように、魅力の発信というのは非常に大事だと

思うんですけれども、やっぱり仕事がセットじ

ゃないと、なかなかですね、動機づけができな

いんじゃないかなと思うんですけど、仕事の、

何でしょう――御紹介できるような仕事がある

のかどうかとかですね、そういうところの発掘

の仕方とか、今後の取組の仕方というのはどう

でしょう。 

○地域政策課長（松本 亨君） 仕事の部分に

つきましてでございますけれども、やはり若い

方々がですね、高校、大学卒業後に出て行って

しまうという状況がございますので、そういっ

た方々を、いかに八代に引き止めることができ

るかということで、経済文化交流部のほうとも

連携をしながらですね、例えば高校生に対して

地場企業の説明会を開催したりですとか、地元

に残っていただくようにですね、高校生を対象

にそういったイベントをするなど、行っている

ところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今のところもですね、

仕事のところもちょっと頑張ってもらいたいな

というふうに思うんですけれども、あと、よそ

の自治体も全国的に動いているじゃないです

か。パイの取り合いみたいな感じになってくる

とですけれども、八代市のこの補助金というの

が、よその自治体の補助金と比べて魅力的なの
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かどうかというところには、どういうふうに思

われます。 

○地域政策課長（松本 亨君） 確かにです

ね、金額的には、八代市より高いところ、また

低いところ、それぞれあると思います。 

 高額なところはですね、１人１００万円と

か、子供１人追加すれば、またさらに１００万

円とかということで、かなり高額な補助金を出

していらっしゃる自治体もございます。 

 あとですね、なかなか選んでいただくのが、

いわゆるインセンティブ的なですね、お金の面

だけではなくて、やはり住みたいと思っていた

だくことが第一であると思っておりますので、

八代の魅力をですね、高めていく部分について

高めていきたいと思っておりますので、補助金

の額については、高い低いあるということで、

御理解いただければと思います。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 令和５年度の予算額が７００万円ぐらいとい

うことでしたので、できればですね、もう少

し、やっぱり補助金のほうはですね、魅力的に

見えるような、やっぱりちょっとアップしてい

くのが、ちょっと大事じゃないかなあというふ

うにも、ちょっと思ってますんで、そこら辺も

やっぱりＰＲしていくときの、やっぱり武器に

なりますんで、ちょっとそこら辺のところも検

討いただきたいなというふうには思います。今

のは意見で。 

 すみません、隣の２４ページの上段、八代・

天草シーライン建設促進事業、今後も財政的支

援を行っていくというようなことなんですけれ

ども、これ、今どういった状況ですか。造るま

でに、今どういった段階のところに行っている

んですか。 

○総務企画部長（田中 孝君） 総務企画部、

田中でございます。 

 今現在、先ほどちょっと御説明もいたしまし

たが、議員連盟や県の協議会等も一緒になって

ですね、政府要望をしているというようなとこ

ろでございます。 

 さらには、説明いたしましたとおり、勉強会

等を立ち上げましてですね、構想路線から計画

路線へ向けて、今現在少しずつではございます

が、動いている状況ということで御理解いただ

ければと思います。 

 当然民間のほうもですね、一緒になって、今

署名活動も引き続きやっておりますので、地元

を盛り上げていきたいという思いと、１２月１

５日に、今度また推進大会ということで、地元

を盛り上げるような大会を進めていきたいと思

っておりますので、御協力も含めてよろしくお

願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。令和５

年度の予算が１００万円ぐらいだと思うんです

けれども、お金の云々というような話じゃなく

て、今のところは、取りあえず、あれですか

ね、今の説明からいうと、地元の民意を、何か

機運を上げていくために、やっぱりいろいろな

ことを取り組んでいかんといかんという、その

ためにお金を使っているという話なんですか

ね。政府への要望とかというところにお金を使

うとかという話じゃないんですか。 

○総務企画部長（田中 孝君） 総務企画部、

田中でございます。 

 記載のとおり、負担金等でございますので、

まず、県全体でこれを盛り上げていくというよ

うな目的でですね、組織もつくりまして、機運

を醸成するということが一番だと思っておりま

すので、そのために進めていく予算ということ

で御理解いただければと思います。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、本当ちょ

っと分からないんで教えてほしいんですけれど

も、計画路線へ格上げされるというのが、ま

ず、今の目標というところだろうとお伺いした

んですけれども、それから建設までといった

ら、どれぐらいの段階的なやつがあるんです
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か。 

○総務企画部長（田中 孝君） 田中でござい

ます。 

 今構想路線と、その後に国・県等の計画路

線、いわゆる路線としてはっきり、計画として

のせていただくと。その後に、政府要望を通じ

て、今度は予算取りとか、そういう形で、すみ

ません、ざっという話になりますが、そういう

ことになろうかと思います。 

 当然１自治体でできるようなことではござい

ませんので、国のほうに動いていただきながら

ですね、この必要性を訴えていくという、いつ

ということは、ちょっとめど的には分かりませ

んが、少しずつ以前よりも動いているというよ

うな実感もございますので、引き続きですね、

進めてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

○委員（太田広則君） 関連していいですか、

今のシーラインの件で。 

 八代・天草シーライン建設促進民間協力期成

会補助金が出てますが、民間協力といったら、

民間企業のことで捉えていいのかっちゅうのが

１点。 

 それから、民間企業となると、上天草市と本

市とという絡みがあるかと思うんですが、本市

でこの期成会に入っている、民間企業であるな

らばですね、何社ぐらい、今あるんでしょう

か、分からない。 

○企画政策課長（浅川公利君） 企画政策課の

浅川でございます。 

 今、委員からお尋ねの件ですが、民間協力期

成会のほうはですね、八代経済開発同友会さん

のほうが中心となってやられております。そち

らのほうに活動の助成ということで補助金のほ

うをお出しをさせていただいておるところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 調書２８ページの地域

おこし協力隊事業についてなんですけども、こ

ちら、不用額出ていますけど、これ、どういっ

た理由で不用額が出たのか、ちょっと聞いてい

いですか。 

○委員長（中村和美君） どなたか答弁を。分

かった、今の山本委員の質問は。 

○総務企画部長（田中 孝君） すみません、

総務企画部、田中でございます。 

 地域おこし協力隊事業ということで、すみま

せん、令和２年７月豪雨に関する特別委員会の

ほうの決算審査で御説明しておりますので、す

みません、ちょっと、この委員会での報告とい

うのは、ちょっと準備をしておりませんので、

御理解いただければと思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） ３５ページ、下段、青

少年健全育成事業で、まず、街頭指導謝礼が１

５５２人、これは多分累計だと思うんですが、

そこの１点。 

 それから、青少年相談員の先生方３人に３３

７万円、年間１１０万円ずつぐらい報酬がいっ

ているかと思うんですが、実際相談件数という

のは何件ぐらいあっているんでしょうか。その

２点についてお尋ねをします。 

 時間がかかるんだったら後でいいです。進め

てください。 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

○委員（髙山正夫君） 冒頭、市長公室長のほ

うから事業総括の中であったんですけども、今

現在、基隆市との国際交流というのが非常に盛

んに行われております。 

 国際的な情勢から考えてですね、北海市です

ね、北海市については、現在どのような、何で
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すか、接触が行われているのか。それと、今後

どのように交流を図っていこうと考えられて、

これを聞くのもですね、最近いろんな中国の問

題で、国際的にですね、台湾との問題もありま

すし、近年では子供がですね、日本人の子供が

殺害されたりして、非常に政情的に不穏ですの

で、その辺りはいかがお考えか、お尋ねしま

す。 

○国際課長（秋田大助君） こんにちは。国際

課の秋田でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 髙山委員お尋ねの北海市との交流についてで

ございますが、北海市とは１９９６年、平成８

年に友好都市協定を締結しているところでござ

います。 

 それ以降、お互いの市民使節団であったりで

すね、青少年訪問団によるホームステイをお互

いにしてきたところでございますが、コロナ禍

によりまして、この相互訪問を含む交流につい

ては、現在休止をしている状況でございます。 

 休止中でありましても、新たな交流の方策と

いうことで、オンライン交流を図ったりして取

り組んできたところでございますが、コロナ禍

も終息してきたところでございますので、来年

度以降、交流を再開したいというところで考え

ております。 

 まずもって１２月にですね、事務協議という

ことで、まずは北海市のほうに、事務方のほう

で参りまして、今後の交流について協議をして

まいり、今後、青少年訪問団、どういう時期で

ですね、再開したほうがいいのかというのを話

し合っていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（髙山正夫君） 日本の企業さんが、い

ろんなスパイで拉致されたり、拘留されたりし

ている現状もございますので、例えば職員さん

の派遣とかですね、そういうのが考えられる場

合はですね、やっぱり、現在の日本と中国の関

係の問題ですね、その辺りを十分考慮されてで

すね、行動されていただきたいと、職員のいろ

んな安全もありますので、よろしくお願いした

いと思います。 

○委員長（中村和美君） 意見ですね。 

 それでは、太田委員の質疑に対して。 

○市民環境部次長兼人権政策課長（人権啓発セ

ンター所長兼務）（吉井光博君） 市民環境部

の吉井でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 街頭指導の状況ですけども、延べ３２７回行

っております。 

 それから相談の実績ですけれども、８６５回

相談があっております。 

 以上です。（委員太田広則君「ありがとうご

ざいます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 調書２１ページの広報

広聴活動事業なんですけども、ここの事業概要

にある各種ＳＮＳというのは、どういったＳＮ

Ｓを使われているのかというところと、あと、

市長への手紙があると思うんですけど、これ、

大体どのくらい届いてたりするのか、ちょっと

その数字を教えていただければと思います。 

○秘書広報課長（中川順一君） 秘書広報課の

中川でございます。 

 市の公式ＳＮＳといたしましては、フェイス

ブック、Ｘ、それからＬＩＮＥがございます。 

 それから、市長への手紙でございますけれど

も、令和５年度につきましては１６６通、市長

の手紙が寄せられているというような状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 市長の手紙の何かこ

う、推移というか、増えているのか、減ってい

るのか、そういうのがちょっと分かれば、ちょ

っと教えていただけますか、過去３年ぐらいと

か。 
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○秘書広報課長（中川順一君） 市長への手紙

のここ３年間の推移でございます。 

 令和３年度が受付８５件、令和４年度が受付

１８４件、令和５年度が、先ほど申し上げまし

た１６６件となっております。 

○委員（山本敬晃君） 先ほどのＳＮＳで、例

えば市民の方から、そういう要望だったりとか

があった場合というのは、そういうのは対応を

されるんですか。 

○秘書広報課長（中川順一君） ＳＮＳにつき

ましては、どちらかといいますと、市の情報を

ですね、発信するツールとして利用しておりま

すので、そういった御意見等については、個別

のメールでありましたり、あるいは市長、教育

長への手紙のフォーム、こういったもので受け

付けている状況になります。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） ３３ページ、上段の生

活交通確保維持事業なんですけれども、一般財

源のほうがかなりですね、使われているという

のがあるんですけれども、これが、多分、毎年

増えてきているんじゃないかなというふうに思

います。 

 そういったところについて、どのように考え

ているのかということと、たまたま私が見たと

きに、乗合バスのですね、中を見たときに、誰

も乗ってないというようなところ、たまたまだ

ったと思うんですけれども、そういったところ

を見たときにですね、何のために事業をやっと

っとかなというふうに思うもんですから、地域

公共交通会議の中で、いろいろ路線の変更と

か、いろいろなこのやり方というのをですね、

考えられているとは思うんですけれども、やっ

ぱりこの一般財源をこんだけ投入している割に

は、乗らないというところが、もうそろそろ考

えていかんといかんのじゃないかなというふう

に思うんですけれども、そこら辺について、何

か執行部のほうでですね、御検討されていると

ころとかありましたら、教えていただきたいと

いうふうに思います。 

○地域政策課長（松本 亨君） まず、お尋ね

の１点目の一般財源の補助金の推移ということ

でございますけども、令和３年度から申し上げ

ますと、これは路線バスと乗合タクシー、まと

めた額でございますが、令和３年度が２億６１

００万円、それから令和４年度が２億８７００

万円、令和５年度が２億９５００万円というこ

とで、おっしゃるとおり年々増加をしていると

ころです。 

 これにつきましては、やはり運行経費が、物

価上昇等によりまして上がっているという分も

ございますけれども、利用者が減っているとい

うのもございます。 

 利用者につきましても、同じく申し上げます

と、輸送人員は、令和３年度が４５万７０００

人、それから令和４年度が４７万人、令和５年

度は５０万６０００人ということですけれど

も、これはコロナ前と比べますと、やはり少な

くなっております。コロナ前の令和元年度は５

８万９０００人ということですので、８万人ほ

ど少なくなっている状況でございます。 

 補助金がですね、増加傾向にあるということ

で、昨年度も本委員会で御指摘を受けました、

国・県あたりへのですね、要望を積極的に行う

ことということでございましたので、今年度か

ら市の単独の政府要望ということでですね、国

のほうに１１月の要望項目に追加をしていると

ころでございます。 

 また、２点目の御質問の乗っていない光景を

よく目にするということでございます。そうい

う路線につきましてもですね、できる限り利便

性を損なわないようにということで、例えば路

線バスから乗合タクシーへダウンサイジングを

して、大型の車両から小型の車両にする。それ

から、便数を減らすというような対応を行って

おります。 
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 ただ極端にですね、減らしてしまいますと、

やはり利便性が悪くなるということもございま

すので、そこら辺はバランスを見ながら取り組

んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。要望活

動の中にはですね、入れていただいたというこ

とで、非常にありがたいなと思っています。頑

張ってほしいというふうに思います。 

 さっき私見たんですよというのはですね、ダ

ウンサイジングされたやつだったんですよ。そ

れに乗っておられないというのがあったもん

で、大丈夫かなあというのがあったんで、何で

しょう、いろんなやり方はですね、もうそろそ

ろ模索するべき時期に来たんじゃないかなとい

うふうに思うんですよね。もうバスだけでとか

じゃなくてですね、いろんなことをちょっと考

えながら、発想の転換も必要なんじゃないかな

というふうに思います。 

 もう３億円ぐらい、もう補助金が出ている

と、一般財源から出ているというふうに、非常

にやっぱり大事というか、お金の一般財源とい

う大事なところなんで、そこから出す部分が多

くなってくるというのは、やっぱり非常にちょ

っと問題かなというふうに思います。 

 でも、人々のですね、お年寄りのちゅうか

か、高齢者の方のやっぱり足というのをです

ね、確保していくというのは非常に大事なこと

なんで、庁内の中でですね、いろいろと検討を

ですね、ちょっとやっていただきたいというふ

うに思います。今のは意見であります。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） すみません、台湾基隆

市友好交流事業なんですけど、ちょっとまず確

認で、本市が受け入れたときの歓迎レセプショ

ンの日時と場所、あと、行政関係で、市の職員

の方、市長だったり、職員の方だと、どういっ

た肩書ですね――部長とか、課長とか、あと議

員が参加されたなら、議長だとか、その役職の

方が、参加されてれば、どなたが参加されたの

かということと、あと、基隆市政府のほうから

は、どういった役職の方が参加されたのかとい

うところを、ちょっと教えていただきたいとい

うのと、今後の方向性が現行どおりであります

けど、これ、来年も、今年ですかね、これも受

入れという歓迎レセプションだったりというの

は、何か考えていらっしゃるのかというところ

を、２点ちょっと確認させてください。 

○国際課長（秋田大助君） 山本委員お尋ねの

昨年度の基隆市の市民使節団の受入れの歓迎レ

セプションということでございますが、開催日

時は１０月２０日金曜日、花火の前日に、ホワ

イトパレスで開催をしております。 

 基隆市民使節団は、基隆市の副市長を筆頭に

２７名の方が参加をしているところでございま

す。 

 市の出席者としましては、市長、あと、関係

部の関係職員ですね。議会は議長、各常任委員

会委員長様、あと、民間でいうと、商工会議

所、ロータリークラブの皆さんに御出席をいた

だいたところでございます。 

 ２点目の今年度の歓迎レセプションというこ

とでよろしいですか。 

 今年度は、今のところ歓迎レセプションとい

うのは予定はしておりません。 

 昨年度歓迎レセプションを開催しましたの

は、基隆市から友好交流協定５周年記念という

ことで、市民使節団が来られたので、歓迎レセ

プションを開催したところでございます。 

 今年度は基隆市の市民使節団は八代市にはお

越しになられませんので、歓迎レセプションの

開催予定はございません。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） １５ページ、下段、職

員研修事業の特別研修で、具体的に政策立案研
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修というふうに、非常にいい研修をされている

なあというふうに思っています。それで、今ま

で政策立案研修ってやっていましたかね。これ

を始めた年度ちゅうのは分かるのかなあちゅう

のと、それから、この政策立案研修に何人参加

されて、講師はどんな方が来て、講師されたん

でしょうか、教えてください。 

○人事課長（田中博之君） 人事課の田中でご

ざいます。 

 すみません、政策立案研修なんですけども、

開催時期はちょっと、手元に資料がありません

ので、後ほどお答えさせていただきたいと思い

ます。 

 それでですね、開催に当たっての人数なんで

すけども、令和元年度なんですけども、職員が

ですね、大体各部から推薦をいただいておりま

して、そちらの関係で、１２名で行っておりま

す。 

 講師の先生なんですけども、熊本県立大学の

先生のほうにですね、講師のほうをお願いし

て、年に５回来ていただいて、講義のほうをで

すね、行っていただいております。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） 実際に職員から政策立

案があった案件はありますか。 

○人事課長（田中博之君） 最終日にですね、

５回目の研修会のときに、政策の立案発表会と

いうことで、市長等をですね、交えた場面で、

政策立案の内容をですね、発表していただいて

おります。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） まだ採用には至ってな

いんですね。 

○人事課長（田中博之君） 例えば同じ、その

ままをですね、採用することはなかなか難しい

かと思いますので、ほかの形に変えてですね、

恐らくできた部分はあるのではないかなという

ふうに、今回の公用車管理システムとかです

ね、以前もあったかと思いますので、そういっ

たところをですね、取り組んでいるかと思いま

す。 

 以上でございます。（委員太田広則君「は

い。分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） ちょっと今の太田委員

の関連で、自己啓発のほうも、何か資格取得補

助だったり、通信教育ってあると思うんですけ

ど、これは何か、この補助が受けれる、その職

員さんの数というか、予算の上限ちゅうのが、

やっぱりあるんですか。 

○人事課長（田中博之君） 今のですね、資格

取得補助の件だと思いますけども、職員がです

ね、各課かいの所属しております事務に関係す

るですね、資格の取得を行おうとする場合なん

ですが、そこに関します助成対象の金額としま

してはですね、１万５０００円を上限としまし

て、２分の１ですね。それと、資格がですね、

取得ができなかった場合においてもですね、７

５００円を上限としまして、４分の１以内とい

うことで助成をしております。 

 例えばですけど、主な資格としましては、フ

ァイナンシャル・プランニングであったり、宅

建取引士などがございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 取得者というのは、何

か年々、それを取ろうとしていらっしゃる職員

の方というのは、増減というか、増えていると

か、そういうのはありますか。 

○人事課長（田中博之君） 実際のですね、資

格の申請をされた人数ですけども、令和３年が

２３名、令和４年が１７名と、若干減っており

ます。あと、令和５年度が１８名ということで

取得されております。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） この全体の職員研修事

業って、本当に大事な事業だと思うので、市民
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サービスのですね、向上にもつながると思いま

すので、ぜひこれは予算ですね、私、全然増額

していただいていいと思いますので、もっと何

か頑張っていただければなというふうに思いま

す。これ、意見です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を、――。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 市民活動政策課、長舩で

ございます。 

 すみません、先ほど太田委員の質問に対する

回答の訂正をお願いいたします。申し訳ありま

せん。 

 麦島コミュニティセンタートレーニングホー

ルの空調ですね、台数をですね、５台と申しま

したが、１０台でございます。 

 管理のほうは、事務所で管理いたしておりま

す。 

 以上です。申し訳ございませんでした。 

○委員（太田広則君） 事務所で管理している

ということは、一括管理って捉えていいでしょ

うか。（市民活動政策課長（消費生活センター

所長兼務）長舩征洋君「そうです」と呼ぶ） 

 分かりました。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、先ほどの

質疑でも少しお話ししたんですけど、まず、定

住促進対策事業なんですけれども、やっぱり仕

事の関係ですね、非常に重要だと思っていま

す。仕事がないと、やっぱり踏ん切りもつかな

いかなというのがありますんで、あと、八代市

では農業の後継者、漁業の後継者というのが非

常に不足しているというふうに思ってますん

で、ぜひそういったところをですね、後継者に

なっていただけるような方というか、充実した

ＰＲをですね、そういったところをお願いした

いなというふうに思います。後継者がぜひです

ね、つながっていくような移住・定住の事業に

なるようにお願いをしたいというふうに思いま

す。 

 もう２点ありまして、すみません、よろしい

ですか。 

 八代・天草シーライン建設促進事業というこ

とで、当面の目標が、まず計画路線への格上げ

というようなことで確認ができました。 

 いろんな協議会の負担金だけというようなこ

とで、予算を使われてたんですけれども、でき

れば、私みたいに、今どういった状況にあるの

かなと、本当に私からしても、早く造ってほし

いというような路線ですので、できればありが

たいなと、経済効果も見込めるなというふう

に、個人的に思ってますんで、ぜひ早く、この

シーラインができたらというふうに思ってま

す。 

 私みたいに知らない人が、多分たくさんまだ

いらっしゃるんじゃないかなと思いますので、

まずは八代とか、あっちの天草のほうの機運の

醸成、市民の皆さんの機運の醸成をしたいとい

うようなお話でしたので、できれば、そういっ

た、まず目指すところはここなんですよという

ところのＰＲというかですね、看板とかという

のが、あんまり見ないんですよ、私が生活する

ところの中ではですね。何か作りましょうと

か、そういうのはあるんですけど、そういった

具体的な、今これに向かってやっていますとい

うような、そういったようなＰＲ的な看板とい

うのはないんで、そういったところまで踏み込

んで、もう少しＰＲやってもいいんじゃないか

なというふうに思っていますんで、ぜひです

ね、お願いをしたいなというふうに思います。

ぜひ早く実現してほしいというふうに思ってい

ます。 
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 あともう１点ですね、すみません、よかです

か。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、路線バス

の話だった。路線バスのやつもあったです。も

う言ったんですけれども、こっちのほうも非常

に、今回、政府要望のほうも個別で上げますと

いう話で言っていただいたんで、非常にありが

たいなと思っています。ぜひ国から、県からの

補助金のほうを増やしてもらいたいというの

と、あと、先ほど質疑の中でも言いましたけれ

ども、路線バスにこだわるんじゃなくて、いろ

んな多方面からですね、やっぱりどうしたらお

金をいっぱい使って、皆さん方が乗ってもらえ

るかとかですね、利用していただけるかとか、

満足していただけるかというところを、今まで

も考えてはいただいているんですけれども、余

裕を持ってですね、その補助金のほうが３億円

超えてきたということがありますんで、そんだ

け使うのであれば、何か違うこともできるかな

とかというのも含めてですね、御検討いただき

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほか意見ありません

か。 

○委員（太田広則君） これからの要望です。

２点ほど、まず、２１ページ、広報広聴活動事

業でですね、まちづくり出前講座、この８月か

ら――私も一般質問した道路異常通報システム

ですね、これをぜひ、なかなか８月の市報を皆

さん見てなくてですね、非常に説明するといい

いいということで、まずは市政協力員さん、も

しくは町内会長さんへの出前講座をですね、ぜ

ひ道路異常通報システムをしていただくと、地

域に反映できるかというふうに思いますので、

ぜひまちづくり出前講座に、そのメニューを入

れていただきたいというのが要望１点です。 

 それから、職員研修事業、これも一般質問の

ときに、市街地にアナグマが発生していて、狩

猟免許を持たない、もしくは免許を持たないと

箱わなが設置できないというですね、理由があ

りました。市長にも直接要望しましたけども、

資格を取る研修というのも、専門分野のです

ね、資格を取る研修も必要じゃないかというこ

とで、ぜひ要望をしておきたいというふうに思

います。 

 以上です。 

○委員（山本敬晃君） 私、野﨑委員の意見に

追加で、ぜひ農業者、漁業者も大事なんですけ

ど、林業者もできればですね、移住だったり、

地域おこし協力隊でもいいですけど、八代はで

すね、やっぱりもちろん農業も大事ですけど、

やっぱり山林というかですね、そこも結構本当

に多くありますので、そこで、ぜひ林業にも力

を入れていただければなというふうに思ってい

ます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 先ほどの野﨑委員のあ

れなんですけど、生活交通確保維持事業でです

ね、先ほど利用者が少ない中で、ちらっと便数

を減らしたりとかいう言葉もございましたが、

便数を減らせばですね、一段とまた利用者が減

っていくというのは間違いないので、ましてや

近年では非常に免許証返納者も増えておりま

す。いろんな高齢者の事故も多くてですね。そ

ういうのを考えれば、これからますますです

ね、こういった事業は必要となってくるかと思

いますので、それと広報的にどうかなと、広報

がうまくいっているのかなというふうに、こう

いった乗り合いのルートがありますよとかです

ね、どこがやっています、バス停はどこだとい

う、そういったところの検証も、ぜひ行ってい

ただければというふうに思います。 

 以上でございます。 

○委員（百田 隆君） 防犯灯設置事業に関連
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してですが、補助金を出していただいて設置事

業を進めていらっしゃいますけれども、その先

の問題として、電気の使用料のことでですね、

町内でもいろいろと問題が出ています。 

 例えば１軒だけで払っていらっしゃるとか、

町内で出してあるところ、そういうことがあり

ますもんですから、将来的にですね、この町内

で使っている電気使用料について、市の補助、

そういうのができないものか、そういうのを考

えていただければなと思っております。要望し

ておきます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかあ

りませんか。 

○人事課長（田中博之君） 人事課の田中でご

ざいます。 

 先ほどですね、太田委員の政策立案研修はい

つからかの質問なんですけども、人事課のほう

の記録によりますと、平成２６年から実施をし

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） それでは、なけれ

ば、以上で第２款・総務費中、当委員会関係

分、及び第１１款・公債費、第１２款・諸支出

金、第１３款・予備費についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後２時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０３分 本会） 

○委員長（中村和美君） 休憩前に引き続き、

本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費中、当委員会関係分に

ついて、総務企画部から説明願います。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務

企画部、田中でございます。よろしくお願いい

たします。それでは、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○総務企画部長（田中 孝君） 第８款の消防

費につきまして、総括をさせていただきます。 

 まず、地域防災計画についてでございます

が、毎年度国・県が策定した防災計画の見直し

に伴い、整合性が図れるよう修正を行っており

ます。 

 令和６年度では、地震に関する情報を住民が

容易に理解できるよう地震解説の記載、避難行

動要支援者名簿や罹災台帳作成へのデジタル技

術の活用、さらには組織再編に伴う支所機能の

強化が行われたことを受け、新たに支所対策部

を設置するなど、必要な修正を行っておりま

す。 

 次に、避難所における良好な生活環境を確保

するため、令和５年度から令和７年度までの３

か年計画として、学校体育館等へのエアコン設

置など、地域の避難所としての機能強化を進め

ております。 

 令和５年度は、市内６校にエアコンを設置し

ており、令和６年度設置に向けた基本・実施設

計も６校分を行っております。 

 今後も避難所における生活環境の改善を目的

とした資機材の整備などに取り組んでまいりま

す。 

 次に、八代市スマート避難所システム、通称

はちパスについてですが、避難所における避難

者ニーズへの迅速な対応や避難所運営の効率化

を図ることを目的として、令和５年度にデジタ

ル田園都市国家構想交付金を活用し、システム

の構築を行いました。 

 令和６年度から、市内１９か所のコミュニテ

ィセンターでの運用を開始しており、今後も登

録者数及び利用可能な施設の拡充を図ってまい

ります。 

 次に、消防団の装備についてですが、消防庁

の基準に基づき、毎年度計画的に配備を行って

いる消防車両や小型動力ポンプ等の整備に加

え、令和５年度では地域からの要望を受け、老
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朽化により損傷が著しかった昭和明徴町消防ポ

ンプ積載車格納庫の擁壁の建て替えや竹原町の

格納庫を新設しております。 

 最後に、令和５年度は避難所の環境改善への

取組や各種訓練の実施、消防団装備品の調達な

ど、各事業において適切な対応ができたものと

考えております。 

 今後も本市総合計画に掲げております災害に

強く、安全・安心なまちづくりの実現に向け、

各関係機関と連携・協力し、各事業に積極的に

取り組んでまいります。 

 以上、消防費の総括とさせていただきます。 

 詳細につきましては、総務企画部、豊田危機

管理監が説明いたします。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○総務企画部危機管理監（豊田正樹君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）総務企画部の豊田でございます。私のほう

から、令和５年度八代市一般会計歳入歳出決算

における歳出の消防費関係分について説明をさ

せていただきます。失礼いたしまして、着座に

て説明をさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○総務企画部危機管理監（豊田正樹君） それ

では、令和５年度における主要な施策の成果に

関する調書その１の１１ページをお願いいたし

ます。 

 歳出決算の状況の上段の表、（２）目的別の

項目８番目、８・消防費を御覧ください。 

 列の中ほど、支出済額が３０億１０３１万８

０００円、執行率が９６.６％、支出済額に対

する構成比は４.５％、前年度に比べ５億５４

２０万円、２２.６％の増となっております。 

 これは、八代広域行政事務組合負担金で、現

在建設中の新開分署の工事に要する経費及び避

難所等設備整備事業で、小中学校体育施設への

エアコン設置工事費の増加が主な理由でござい

ます。 

 それでは、個々の歳出の決算について、主な

ものを御説明いたします。 

 ページを飛びまして、１４０ページをお願い

いたします。 

 下段の広域行政事務組合負担金事業ですが、

八代広域行政事務組合消防本部による消防活

動、救助活動の的確な実施と推進を図るととも

に、新開分署の建設に要するための負担金で、

決算額は２３億９３０９万３０００円です。 

 主な内容といたしまして、通常消防運営経費

１６億９５３３万１０００円、新開署建設に伴

う経費６億９７７０万７０００円でございま

す。 

 特定財源といたしまして、火薬類や液化石油

ガス等の各種届出の受理等に関する事務の権限

移譲に対する県支出金が合計１７万５０００

円、地方債として、広域行政事務組合負担金６

億６１３０万円、その他特定財源として、火薬

類取締事務申請手数料３万７０００円、平成２

８年熊本地震復興基金繰入金３２２２万８００

０円があります。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、消防力の向上に加え、令

和２年７月豪雨により被災した坂本分署の再建

に向け、適切な負担金を計上するとともに、消

防本部と消防団、その他の関係機関と災害時に

迅速に対応できる体制を構築してまいります。 

 次に、１４１ページをお願いいたします。 

 下段の消防団活動事業ですが、消防団員の報

酬や出動手当、共済費等で、消防団員の処遇と

福利厚生の確保を図るものでございます。 

 決算額は２億２６５万６０００円で、主な内

容といたしましては、消防団員２０４３名の報

酬７７４７万３０００円、退職報奨金に係る掛

金４８００万円、消防団員退職報奨金５４６７

万１０００円、消防団出動時の費用弁償８４０

万６０００円でございます。 

 特定財源として、消防団員退職報奨金５４６
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７万１０００円、消防団員等公務災害補償費４

０万２０００円、消防団員福祉共済加入者に係

る事務費交付金１０万２０００円があります。 

 不用額の２６５１万５０００円につきまして

は、消防団員の団員数が見込みより少なかった

ことによる報酬の執行残１１６９万２０００

円、消防団員出動の実績による手当等の執行残

１２９０万８０００円が主なものでございま

す。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、消防団員の処遇改善に伴

う年額報酬や出動手当の引上げを行っており、

今後も消防団員が安心・安全に活動が実施でき

るよう取組を継続してまいります。 

 また、消防団活動についてアンケートを実施

し、消防団員のやりがいを高めるとともに、負

担感の軽減に向けて関係機関と協議し、適宜見

直しを図ってまいります。 

 次に、１４２ページをお願いいたします。 

 上段の消防団整備事業ですが、消防団活動に

欠かすことのできない資機材等の整備や維持管

理を行う事業でございます。 

 決算額は５８２４万７０００円で、主な内容

といたしましては、修繕料で、消防車両等の車

検代３２０万円、修理代２２２万４０００円、

備品購入費で、消防資機材、消防用ホース、消

防車両、ポンプ等の購入５０５５万８０００円

でございます。 

 特定財源の主なものとして、県支出金で、球

磨川水系防災・減災ソフト対策等補助金３４８

万１０００円、熊本県電源立地地域対策交付金

８０２万８０００円、地方債として、消防団整

備事業３４００万円などがあります。 

 不用額の３９７万円につきましては、消防車

両、消防用ホース等の購入の入札残２８５万

円、消防団設備機器整備補助金の執行残３７万

３０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、安全で十分な活動を進め

るため、必要となる消防車両及び小型動力ポン

プ等につきましては、経過年数や個体の状況を

鑑みて、適切な更新を行ってまいります。 

 また、消防資機材の貴重な財源となっており

ました石油貯蔵施設立地対策等交付金が、本市

では令和５年度から交付対象外となっておりま

すことから、国へ基準緩和などの要望活動等を

行いながら、財源の確保に努めてまいります。 

 次に、下段の消防施設整備事業ですが、防火

水槽や消火栓、消防団車庫、屋外ホース格納庫

など消防活動のための環境を整備する事業でご

ざいます。 

 決算額は１５６６万９０００円で、主な内容

といたしましては、防火井戸・防火水槽等の工

事４９１万２０００円、消火栓ホース格納箱の

購入１３１万８０００円、消火栓の工事負担金

で、水道局、生活環境事務組合などへ、合わせ

て７６６万８０００円でございます。 

 特定財源として、地方債で消防施設整備事業

の２９０万円があります。 

 不用額の９１６万６０００円は、消火栓工事

件数が少なかったことによる負担金の執行残５

９８万２０００円、消防水利標識の執行残１４

１万４０００円、防火井戸等の修繕料の入札残

８１万７０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、防火水槽につきまして

は、年に一、二基、消火栓につきましては、要

望などを反映させながら整備に取り組んでまい

ります。 

 次に、１４３ページをお願いいたします。 

 上段の防災行政情報通信システム管理運営事

業は、効果的かつ効率的な情報伝達や災害対応

等を行うため、情報配信・災害時支援・映像表

示制御の３つのシステムで構成される防災行政

情報通信システムの適切な管理・運営を行うも

のでございます。 
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 決算額は１６７５万９０００円で、内容とい

たしましては、防災関係機器電気料１５０万７

０００円、情報配信システム等通信料３４８万

２０００円、防災行政情報通信システム運用保

守業務委託１１７７万円でございます。 

 特定財源として、県支出金で、球磨川水系防

災・減災ソフト対策等補助金１２４万６０００

円があります。 

 不用額の１９２万円につきましては、防災関

係機器の故障がなかったことによる修繕料の執

行残１００万円、情報配信システム等の通信料

の執行残４２万６０００円が主なものでござい

ます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、災害時における市民等へ

の情報提供や被害情報などの収集・伝達等に、

本システムは重要な役割を担っていることか

ら、今後もシステムの適切な管理・運営に努め

てまいります。 

 続きまして、下段の防災対策事業は、自主防

災会の結成促進や防災啓発活動等を通じた地域

の防災力の強化・向上及びデジタル技術を活用

した避難所運営の効率化を推進する事業でござ

います。 

 決算額は４３７５万１０００円で、主な内容

といたしましては、衛星携帯電話等電話・通信

料１８１万２０００円、スマート避難所システ

ム構築業務委託３２７８万円、ＷＥＢ版防災マ

ップ更新業務委託２６４万円でございます。 

 特定財源として、国庫支出金でデジタル田園

都市国家構想交付金１６３９万円、県支出金で

球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助金１６

２万１０００円、その他特定財源として、平成

２８年熊本地震復興基金繰入金９２万４０００

円があります。 

 不用額の１００万５０００円は、スマート避

難所システム構築業務委託の執行残２２万円、

職員用防災服購入の執行残１７万円、自主防災

組織からの補助金申請が見込みより少なかった

ことによる執行残１０万６０００円が主なもの

でございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、出前講座やマイタイムラ

インの普及による自助の意識向上、自主防災会

等での訓練や地区防災計画の作成などを通じた

共助の取組を進めてまいります。 

 また、はちパスの円滑な運用を行うため、登

録者の促進を図るとともに、導入施設の拡大を

進めてまいります。 

 次に、１４４ページをお願いいたします。 

 下段の災害時用備蓄資材整備事業でございま

すが、これは、防災備蓄倉庫の設置及び備蓄品

を整備し、災害時に備える事業でございます。 

 決算額は１７４１万６０００円で、主な内容

といたしまして、アルファ米、保存水など備蓄

用品の購入５４９万７０００円、新開町防災備

蓄倉庫の基本実施設計委託３０３万６０００

円、東陽町に設置しました防災備蓄倉庫の工事

費８８０万円でございます。 

 特定財源として、国庫支出金で防災・安全交

付金５９１万８０００円、県支出金で球磨川水

系防災・減災ソフト対策等補助金３５７万円、

その他特定財源として、平成２８年熊本地震復

興基金繰入金４４０万円があります。 

 不用額の１６９万１０００円は、防災備蓄倉

庫設置工事の入札残１２０万円が主なものでご

ざいます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、規模拡充といたしまして、令和２年度から

進めてまいりました大型備蓄倉庫の設置につき

ましては、令和６年度に完了予定でございま

す。 

 物資につきましては、八代市地域防災計画に

基づき、引き続き充実を図ってまいります。 

 続きまして、１４５ページをお願いいたしま

す。 
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 上段の避難所等設備整備事業でございます

が、これは、避難所における生活環境の改善を

図るため、学校体育館の冷暖房対策など、避難

所機能の強化を図る事業でございます。 

 決算額は２億４３５０万２０００円で、主な

内容といたしまして、学校体育施設６か所の空

調設備整備に係る基本実施設計業務委託料１６

１１万２０００円、学校体育施設６か所の空調

設備整備工事２億２７３６万３０００円でござ

います。 

 繰越明許費の２２９６万４０００円は、電気

設備工事に係る部材の一部について、年度内の

調達が困難になりましたことから、翌年度に工

事を繰り越したものでございます。 

 特定財源は、地方債で避難所等設備整備事業

２億４３４４万円があります。 

 不用額の６０９７万２０００円は、学校体育

施設空調設備整備に係る基本実施設計業務委託

の入札残６６６万３０００円、空調工事に係る

入札残５２８７万３０００円が主なものでござ

います。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、避難所における良好な生活環境の

確保が図れるよう必要な機能の整備に努めてま

いります。 

 以上、消防費の説明とさせていただきます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算中、当委員会関係分については、

これを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手多数と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２３分 本会） 

◎議案第１２７号・令和５年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２７号・令和５年度八代市ケ

ーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算につい

て説明願います。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆さん、こん

にちは。引き続きよろしくお願いいたします。 

 それでは、ケーブルテレビ事業特別会計につ

いての総括をさせていただきます。着座にて説

明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○総務企画部長（田中 孝君） 現在、本市坂

本、東陽、泉地域において実施しておりますケ

ーブルテレビ事業につきましては、テレビ放送

の難視聴対策及び地域間の情報格差の是正とい

う本来の役割はもとより、各地域への情報伝達

手段としての重要な役割も担っており、中山間

地域の方々にとって日常生活に密着した、なく

てはならないインフラとして、本市合併前後の

平成１６年度から平成１８年度にかけて整備さ

れたものでございます。 

 開局以降、本事業の運営につきましては、日

頃からサービスの維持向上を図りながら、適正

な運営に努めるとともに、平成２８年度より、

さらなる効率化のため、指定管理者制度を導入

し、現在はテレビやつしろ株式会社に管理運営

を委託しております。 

 なお、本事業につきましては、本年度から令



 

－51－

和８年度までの間に、テレビやつしろ株式会社

の独自運営により、光回線を利用した新しいテ

レビ放送サービスに随時移行する計画となって

おります。 

 引き続き安定的なケーブルテレビサービスの

提供のため、施設の適切な維持管理に努めると

ともに、新しいテレビ放送サービスへの移行が

円滑に進むよう、地域住民や事業者との調整を

図ってまいります。 

 以上、ケーブルテレビ事業特別会計の総括と

させていただきます。 

 詳細につきましては、デジタル推進課、上野

課長が説明いたします。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○デジタル推進課長（上野 信君） デジタル

推進課、上野でございます。よろしくお願いい

たします。失礼して、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○デジタル推進課長（上野 信君） それで

は、議案第１２７号・令和５年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計歳入歳出決算について御

説明させていただきます。 

 資料は、歳入につきましては、令和５年度八

代市特別会計歳入歳出決算書、歳出につきまし

ては、令和５年度における主要な施策の成果に

関する調書その２を用いて説明させていただき

ます。 

 では、まず、八代市特別会計歳入歳出決算

書、８４ページをお願いいたします。 

 まず、実質収支に関する調書でございます

が、歳入歳出の決算額は、それぞれ総額５４９

９万１０００円で、歳入歳出の差額は、差引き

額はゼロ円でございます。 

 また、翌年度へ繰り越すべき財源はございま

せん。 

 歳入歳出決算書の８０ページと８１ページを

お願いいたします。 

 歳入の内容について御説明いたします。 

 なお、金額につきましては、１０００円未満

を切り捨てて申し上げます。 

 歳入歳出決算書の８０ページから、次の８１

ページにございます款１・財産収入、項１・財

産運用収入、目１・財産貸付収入、節１・土地

建物貸付収入の６９万９０００円は、ケーブル

テレビの信号線である伝送路の貸付料で、市所

有の伝送路の空き芯を携帯電話基地局で使用す

るため、携帯電話事業者に貸し付けているもの

でございます。 

 次に、款２・繰入金、項１・目１・節１・一

般会計繰入金は、収入済額４６４４万９０００

円となっております。 

 １つ飛ばしまして、次の、款４・諸収入、項

１・目１・節１・雑入の７８４万円は、坂本地

域における国・県のかさ上げ工事に伴い、ケー

ブルテレビ伝送路に移転の必要性が生じたこと

に対する補償金でございます。 

 続きまして、歳出について御説明いたしま

す。 

 令和５年度における主要な施策の成果に関す

る調書その２の２０３ページをお願いいたしま

す。 

 ２０３ページ、上段、ケーブルテレビ維持管

理事業をお願いします。 

 ここで、１点訂正がございます。事務事業の

概要欄の１行目に、ケーブルテレビの運営及び

設備の維持管理の指定管理委託の右側の括弧内

に、指定期間、令和５年４月１日から令和８年

３月３１日と記載しておりますが、正しくは、

指定期間、令和６年４月１日から令和９年３月

３１日の誤りでございました。申し訳ございま

せんが、訂正をお願いいたします。 

 では、改めまして、このケーブルテレビ維持

管理事業につきましては、坂本、東陽、泉地域

の各放送センターの設備やシステム、伝送路機

器等の運用・保守業務として支出した経費など
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でございます。 

 決算額は２４１６万２０００円で、主なもの

としましては、光送信ユニット修繕（坂本町）

１２９万２０００円、自主放送設備修繕（泉

町）１２７万７０００円、指定管理者でありま

すテレビやつしろ株式会社への委託料２０９１

万９０００円でございます。 

 事業の今後の方向性につきましては、民間実

施としております。これは、令和６年度から８

年度までにケーブルテレビから光ファイバー網

を利用したテレビやつしろ株式会社による新し

いテレビ放送サービスへ移行することとしてい

るためでございます。 

 引き続き民間へのサービス移行の完了まで、

事業費の維持管理を適切に行い、安定的なサー

ビスの提供に努めてまいります。 

 次に、下段のケーブルテレビ施設整備事業

（豪雨災害）は、本市坂本町において、令和２

年７月豪雨の復旧工事として、国・県が実施す

る宅地や道路のかさ上げ等に伴い、既設の電柱

に移転の必要性が生じたことから、ケーブルテ

レビ伝送路の支障移転費用として支出したもの

でございます。 

 決算額は１２８７万８０００円で、主なもの

としまして、合志野地区嵩上げに伴う支障移転

４９６万４０００円、鎌瀬橋復旧工事に伴う支

障移転１２４万３０００円、中谷地区国道２１

９号等災害復旧工事に伴う支障移転２４３万７

０００円でございます。 

 事業の今後の方向性につきましては、坂本地

域における復旧を今後も迅速に進めるため、市

における実施、現行どおりとしております。 

 引き続き令和７年度まで予定されております

国・県による工事進捗に合わせ、遅滞のないよ

うケーブルテレビ伝送路の移転に努めてまいり

ます。 

 最後に、公債費の状況について御説明いたし

ます。 

 資料は、戻りまして、特別会計歳入歳出決算

書の８２、８３ページをお願いします。 

 ８２ページ、表の中段、款２・公債費の支出

済額は、次の８３ページ、右から４列目に記載

しております１１７７万５０００円で、内訳と

いたしましては、項１・公債費、目１・元金が

１１５６万５０００円、目２・利子が２１万円

となっております。 

 公債費の主なものは、平成２６年度に実施し

たインターネット系の設備改修や、平成２７年

度の台風及び令和２年７月豪雨による被害を受

けた設備の復旧費用分となっております。 

 なお、令和５年度末における起債残高は、合

計で７２６４万８０００円となっております。 

 以上で令和５年度八代市ケーブルテレビ事業

特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただき

ます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、質疑を終了

します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２７号・令和５年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算については、

これを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（中村和美君） 以上で付託されまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 
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 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって総務委員会を散会いたします。 

（午後３時３６分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和６年１０月２５日 

総務委員会 

委 員 長 
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